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の

美
人
か
ら
は
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。

笑
顔
あ
ふ
れ
る
き
も
の
の
秋

秋
の
き
も
の
イ
ベ
ン
ト
、
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会

in
十
日
町
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
さ
わ
や
か
な
秋
風
に

吹
か
れ
、
木
々
の
枯
葉
が
舞
い
落
ち
る
中
、
き
も
の

美
人
か
ら
は
自
然
と
笑
み
が
こ
ぼ
れ
て
い
ま
し
た
。
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十日町市４大まつりのひとつ、第26回生誕地まつりが10月12日

G・13日Aの２日間に渡り開催され、市内外から22,000人が訪れ

ました。12日夜には大池で灯籠
とうろう

流しが行われ、灯籠と花火が夜空を

彩りました。また、翌13日には本町通りで7,000人による大パレー

ドが郷土色豊かに行われ、まつりは最高潮に達しました。

ベルナティオ本館「山つつじ」には

園遊会茶席が設けられ、約500人がお点

前を楽しみました。

フォーラムセンターではＢＳＮラジオ

「ミュージックポスト」の公開収録が行わ

れ、市内外から400人が訪れました。会場

内は立ち見が出て、外にも人があふれる

など、大変な熱気に包まれました。

19日gにはきもの園遊会に合わせて「昭和町

花の園遊会」が行われました。会場には、花の和

アート展の作品が展示されるなど、花いっぱいの

昭和町通りがさらに花いっぱいに彩られました。

智
泉
寺
で
行
わ
れ
た
「
ミ
ス
十
日
町
雪
ま
つ
り
撮
影
会
」

10
月
20
日
A
、
き
も
の
を
楽
し
み
な
が
ら
妻
有
の
秋
を
満
喫
す
る

「
第
６
回
新
潟
県
き
も
の
園
遊
会
in
十
日
町
」
が
ベ
ル
ナ
テ
ィ
オ
と
市

街
地
を
中
心
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

十
日
町
お
も
し
ろ
館



後
期
基
本
計
画
は
、
次
に
掲
げ
る

３
つ
の
基
本
方
針
に
沿
っ
て
、
策
定

及
び
推
進
し
て
い
ま
す
。

激
動
す
る
国
内
外
の
社
会
･
経
済

情
勢
の
中
に
あ
っ
て
は
、
時
代
の
流

れ
を
的
確
に
と
ら
え
、
進
取
す
る
姿

勢
と
と
も
に
、
少
子
高
齢
化
、
情
報

化
、
国
際
化
な
ど
に
対
応
し
た
取
り

組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

た
め
に
は
、
人
・
物
・
自
然
を
は
じ

め
地
域
資
源
を
最
大
限
に
活
用
し
、

十
日
町
な
ら
で
は
の
元
気
と
活
力
あ

る
地
域
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
農
業
・
織
物
業
を
は

じ
め
と
す
る
地
場
産
業
の
振
興
と
と

も
に
、
新
産
業
の
育
成
を
図
り
、
雇

用
の
創
出
に
努
め
ま
す
。
ま
た
、
和

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
、
中
心

商
店
街
の
活
性
化
に
努
め
る
と
と
も

に
、
縄
文
の
里
づ
く
り
な
ど
魅
力
あ

る
観
光
資
源
の
掘
り
起
こ
し
に
努
め

ま
す
。
併
せ
て
、
国
内
外
と
の
交
流

を
推
進
し
て
交
流
人
口
の
増
大
を
図

る
と
と
も
に
、
環
境
を
重
視
し
た
リ

サ
イ
ク
ル
の
ま
ち
を
目
指
し
ま
す
。

行
政
に
対
す
る
要
望
は
、
ま
す
ま

す
多
様
化
、
複
雑
化
し
て
お
り
、
市

民
の
望
む
ま
ち
づ
く
り
に
は
、
市
民

と
行
政
に
よ
る
協
働
や
パ
ー
ト
ナ
ー

シ
ッ
プ
が
不
可
欠
と
な
っ
て
き
て
い

ま
す
。

そ
の
た
め
、
地
域
情
報
網
の
整
備

や
積
極
的
な
情
報
公
開
に
よ
っ
て
、

開
か
れ
た
行
政
運
営
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
子
育
て
支
援
や
福
祉
の
充
実

に
努
め
る
と
と
も
に
、
男
女
共
同
参

画
や
生
涯
学
習
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

併
せ
て
、
市
民
参
画
の
機
会
を
多
く

と
り
入
れ
る
と
と
も
に
、
市
民
の
自

発
的
な
活
動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

地
方
分
権
の
推
進
が
時
代
の
大
き

な
流
れ
と
な
っ
て
い
る
一
方
で
、
厳

し
い
財
政
状
況
の
中
に
あ
っ
て
は
、

簡
素
で
効
率
的
な
行
政
運
営
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
た
め
、
事
業
の
見
直
し
、
経

常
経
費
の
節
減
を
進
め
る
と
と
も
に
、

既
存
施
設
の
有
効
活
用
や
民
間
活
力

の
積
極
的
な
活
用
に
努
め
る
な
ど
、

徹
底
し
た
行
財
政
の
効
率
化
を
図
り

ま
す
。
併
せ
て
、
周
辺
市
町
村
と
の

連
携
を
強
化
し
、
市
町
村
合
併
の
推

進
に
努
め
ま
す
。

5 平成14年10月25日号 4

十日町市は、平成10年３月に「やさしさとふれあ

いに満ちた活力あふれる都市」の実現をめざすことを

基本理念とする新十日町市長期発展計画（第７次十日

町市総合計画）の「基本構想」と、「基本計画」を策

定しました。この計画に基づき行財政運営を計画的に

推進してきましたが、基本計画の「前期基本計画」は

14年度をもって終了します。このため、基本構想の

理念を継続しながら、前期基本計画の実績・評価をふ

まえて、新たな視点から今後５年間の本市が取り組む

基本施策を策定するものです。

計画策定の趣旨

後期基本計画素案策定までの経過

市
民
の
皆
さ
ん
は
こ
れ
か
ら
の
十
日
町
市
に
ど
ん
な
夢
を
お
持
ち
で
す
か
。

十
日
町
市
は
今
後
５
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
施
策
を
盛
り
込
ん
だ
、
新
十

日
町
市
長
期
発
展
計
画
後
期
基
本
計
画
（
素
案
）
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
計

画
は
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り
や
行
財
政
運
営
を
合
理
的
、
計
画
的
に
進
め

る
た
め
の
指
針
に
な
り
ま
す
。
素
案
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、
皆
さ

ん
の
ご
意
見
や
ま
ち
づ
く
り
へ
の
思
い
・
ア
イ
デ
ア
を
ぜ
ひ
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
計
画
の
基
本
方
針

※後期基本計画（素案）は、11月

末日まで市役所１階行政資料コ

ーナー、公民館本館・各地区館、

情報館で閲覧できます。

◆問合せ・ご意見

企画人事課企画係（157-3111内線215）

１
元
気
と
活
力
の
あ
る

ま
ち
づ
く
り

２
市
民
と
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー
　

シ
ッ
プ
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り

３
効
率
的
な
行
財
政
に
徹
し
た
　

地
方
分
権
時
代
に

ふ
さ
わ
し
い
ま
ち
づ
く
り

素案の作成は14年４月に市民4,000人を対象に行っ

た「まちづくりアンケート」から始まりました。その

後、中学生との懇談会や市民20人で構成する後期計

画審議会で意見を伺い、市の関係課で構成する庁内策

定改定委員会と同専門部会で検討し、まとめたもので

す。

新十日町市長期発展計画

後期基本計画(素案)

概要をお知らせします

このまちの明るい未来が

見えてくる
◆
各
地
区
で
市
長
と
の

「
ほ
っ
と
ト
ー
ク
」
を

開
催
・
地
区
振
興
会

で
の
検
討

◆
第
３
回
審
議
会

◆
第
４
回
審
議
会

◆
計
画
の
答
申

◆
計
画
の
決
定

◆
市
議
会
に
報
告

◆
計
画
の
実
施

２月４月 15年１月 11月 10月～11月 ◆
今
後
の

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
（予定）

後期基本計画の構成
1  総　論 2  重点プロジェクト

3  分野別各論

第５章　健
すこ

やかで優しさにあふれた福祉社会づくり
第６章　ふれあいが織りなす

交流ネットワークづくり
計画の達成に向けて

第１章　自然と調和した魅力ある都市基盤づくり
第２章　活力に満ち未来を拓

ひら

く産業づくり
第３章　豊かな心と創造性に富む人づくり
第４章　安らぎのある快適な生活環境づくり

まちづくりアンケート集計結果など

基幹的な施策や事業

施策体系に基づく主要事業

策定にあたっての基本方針など

◆まちづくり分野別の施策

4  資　料

第１章　自然と調和した魅力ある都市基盤づくり
社会生活を支える交通網整備においては、道路ネットワークの計画的な整備を進めると同時に、高速交

通網へ直結する上越魚沼地域振興快速道路について早期供用開始への努力を続けます。また、自然を活
い

か

した市民の憩いの場としての公園や水辺空間の整備や土地区画整理事業を推進するなど、快適で魅力ある

都市空間を創出します。

●主要事業

・上越魚沼地域振興快速道路の整備促進　　　　　・国道117号高規格道路の候補路線化調査

・市道本町西線道路改良（都市計画道路） ・駅西・西本町土地区画整理事業

・まちづくり総合支援事業（街路・公園・看板整備・駅前空間整備など）

・十日町ＩＣ周辺土地利用実施計画策定

第２章　活力に満ち未来を拓
ひら

く産業づくり
強く明るいまちは、活力ある産業に支えられています。基幹産業である農業は、基盤整備を進め、生産

性の高い農業を確立するとともに、農村地域の活性化を積極的に進めていきます。伝統ある織物業は、新

製品の開拓、新分野への進出、流通形態の改善、関連業種へのネットワークによる情報発信などに取り組

みます。商業では、中心市街地において魅力ある商業活動の展開を推進するとともに、市内各商店街の経

営基盤の強化を図ります。また、新規創業、新技術や新産業の創出を支援することにより魅力ある就業の

場を創出して、明るく元気のあるまちづくりを目指します。

●主要事業

・ほ場整備事業（四日町中条・下条・新水四ヶ村地区） ・農地環境整備事業（枯木又･赤倉地区）

・集落地域整備事業（美佐島地区） ・農村振興総合整備事業（十日町西南部地区）

・中山間地域総合整備事業（中条高原･下条高原･六箇地区） ・経営構造対策事業（たい肥センター建設）

・戦略的「商店街」創出事業　　　　　　　　　　　　　・新規創業等支援事業

・企業用地確保事業　　　　　　　　　　　　　　　　　・遊休工場･事務所利用促進事業

◆まちづくり分野別の施策
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第３章　豊かな心と創造性に富む人づくり
高度情報化や国際化など変化の激しいこれからの社会で、子どもたちに生きる力をはぐくむため、家庭

や学校、地域が相互に連携・協力し教育環境の整備と教育力の向上を図ります。

市民一人ひとりの学ぶ意欲を大切にし、学習機会の充実を図るなど学びのまちづくりを進めます。文

化・芸術の振興を図り、国宝など有形・無形の文化財をはじめとする歴史的遺産、地域の伝統文化を保護

活用するとともに、地域に根ざした創造的な市民の芸術・文化活動を支援します。また、新たなスポーツ

環境の整備に努め、知性と創造性に富む人づくりを推進します。

●主要事業

・家庭幼児教育の振興　　　　　　　　　　　　　　　・総合学習支援、国際化・情報化対応事業

・小中学校環境整備事業（プール・グラウンドなど） ・小中学校冷暖房設置事業

・中央学校給食センター改築事業　　　　　　　　　　・学校給食民間委託事業

・公民館整備事業（冷房設備） ・国宝館・火zの都整備事業

・芸術文化活動の奨励事業（市展・音楽祭・石彫シンポジウム）

・文化財の保護と活用事業（国宝保存修理ほか）

・冬季国体開催事業（吉田クロスカントリー場整備）

・各種スポーツ施設の整備事業（陸上競技場、総合体育館など）

第４章　安らぎのある快適な生活環境づくり
21世紀は環境の世紀といわれています。十日町市においても、環境への負担をできる限りなくし、地

域と地球の環境にやさしいまちづくりを目指します。そのため、ごみの減量化や再資源化を積極的に取り

組みます。また、防災対策を総合的に推進するとともに、「克雪都市宣言」の主旨にのっとって雪に強い

まちづくりを進めます。さらに、上下水道の充実を図り、河岸段丘や緑豊かな自然環境を保全し、公害の

ないうるおいと安らぎのある生活環境を創出します。

●主要事業

・下水処理水の再利用についての調査･研究

・公共下水道、農業集落排水の整備（下条地区、吉田北部処理施設の更新など）

・下水汚泥のリサイクル施設についての調査・研究（汚泥処理・再利用）

・ごみの減量化と再資源化の推進と収集体制の効率化・充実化

・一般廃棄物最終処分場の新設（管理型）

・冬期埋立ごみ一時保管庫施設の整備　　　　　　　　・生ごみ資源化（たい肥化）事業

・緊急情報システムの更新などの通信機器整備事業　　・町界町名整理事業

・冬期歩行者空間の確保　　　　　　　　　　　　　　・四日町市営住宅の整備

・克雪住宅や道路沿線の集団的克雪住宅に対する助成

第６章　ふれあいが織りなす交流ネットワークづくり
地域特有の恵まれた自然環境や地場産業、伝統文化、食文化などに着目し、通年・滞在型の観光振興を

積極的に推進します。市のイメージを代表する「きもの」と「雪」のほかに、「国宝火zの都」の整備に

より地域の新たな魅力を創出し、地域のイメージを明確に打ち出します。また、越後妻有地域の振興を目

指す「越後妻有アートネックレス整備事業」の推進、当間高原リゾートの効果的な開発の促進、「十日町

ステージ越後妻有交流館」のオープンなどで、広域交流ネットワークの構築を図るとともに、来訪者と市

民のふれあいを大切にしたまちづくりを目指します。

● 主要事業

・観光イベントの支援（雪まつり・きものまつり・きもの園遊会など）

・観光施設の基盤整備（観光看板、駐車場整備など） ・地域新エネルギー事業化調査（雪室など）

・雪サミットの開催　　　　　　　　　　　　　　　　　・あてまフォーラム運営事業

・クロス10・十日町ステージ越後妻有交流館誘客促進事業

・越後妻有アートトリエンナーレ事業（大地の芸術祭） ・花の道事業

・体験交流施設の整備　　　　　　　　　　　　　　　　・姉妹都市提携30周年記念事業

・高速通信基盤の整備（光ファイバーなど）

計画の達成に向けて
交通体系の整備や社会経済活動の広域化によって地域住民の要望はますます高度化・多様化していま

す。市民と行政のパートナーシップによるまちづくりを進めるため、開かれた行政運営を行うとともに、

男女共同参画や生涯学習の推進を図ります。その一方で、厳しい財政状況の中、簡素で効率的な行財政運

営を進めるため、事務事業の見直し、経常経費の削減のほか、既存施設の有効活用や民間活力の積極的な

活用に努めます。また、地方分権が進められる中、周辺市町村との協力や連携を強化し、市町村合併の推

進に努めます。

●主要事業

・パブリックコメント制度の導入、ＮＰＯなどへの支援　・（仮称）男女共同参画推進条例の制定

・財源充実・確保　　　　　　　　　　　　　　　　　　・学びのまちづくり推進事業

・行政評価システム事業　　　　　　　　　　　　　　　・人事管理の適正化と事務事業の効率化

・庁内ＬＡＮシステムの整備事業　　　　　　　　　　　・総合行政ネットワークの整備事業

・地域公共ネットワークの整備事業　　　　　　　　　　・市町村合併の推進事業

第５章　健
すこ

やかでやさしさにあふれた福祉社会づくり
市民一人ひとりが生涯を通じて心身ともに健

すこ

やかに安心して暮らせるように、各年代期に応じた総合的

な健康づくりと、健康管理体制の充実を図ります。そのため、保健・福祉・教育機関や健康づくり団体な

どと連携して「すこやかエコー運動」を推進し、日本一の健康都市を目指します。

また、少子高齢化が急速に進展する中で、家庭生活と仕事との両立支援が求められています。高齢者の

生きがいづくりや社会参加を進めながら、介護予防に取り組むとともに、各種介護サービスの充実を図り

ます。さらに、市民や地域と連携しながら、子育て支援をきめ細かく展開し、未来を担う子どもが健やか

に育ち、子育てに夢が持てるまちを目指します。

●主要事業

・幼児の医療費助成の充実（４才未満まで対象を拡大） ・厚生連中条第二病院（精神）の運営費補助

・少人数対応型の老人入居施設（自立生活を支援するグループハウス）の整備

・日本一の健康都市づくり事業（すこやかエコー運動など）

・痴ほう対応型グループホームの整備

・高齢者生活サポート事業（電話・訪問による安全確認・相談受付）

・高齢者の社会参加と生きがいづくり（軽体操やスポーツ・レクリエーション活動の支援）

・ 精神障害者施設の整備

（精神障害者地域生活支援センター整備、精神障害者福祉ホームＢ型の建設補助）

・児童館整備事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ・ファミリー・サポートセンターの設置

・病後児保育（病後の児童を預かり保育するデイサービス）・第３期介護保険事業計画の策定

※後期基本計画（素案）については、10月・11月に開催する市長との「ほっと

トーク」で説明するとともに、市のホームページなどでも内容をお知らせし

ます。市民の皆さんのご意見をお聴きしながら策定作業を進め、審議会にお

いて答申をいただいた後、計画を決定し、市議会に報告する予定です。
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平
成
10
年
に
独
日
文
化
交
流
育
英
会
が

創
立
10
周
年
を
記
念
し
て
、
ド
イ
ツ
の
シ

ン
ボ
ル
ツ
リ
ー
で
あ
る
菩
提
樹
を
日
本
に

贈
る
こ
と
に
な
り
、
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
に
よ
り
交
換
留
学
生
の
受
入
れ
が

行
わ
れ
て
い
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
贈
呈
先

の
一
つ
と
し
て
当
市
に
話
が
あ
り
ま
し
た
。

贈
呈
先
を
検
討
す
る
中
で
、
ド
イ
ツ
人

建
築
家
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
氏
が
松
代
町

に
居
住
し
て
い
る
こ
と
や
デ
ュ
ッ
セ
ル
ド

ル
フ
日
本
商
工
会
議
所
で
秘
書
を
務
め
た

ヴ
ァ
ウ
ア
ー
葉
子
さ
ん
が
当
市
出
身
で
あ

る
こ
と
な
ど
も
決
め
手
の
一
つ
と
な
り
ま

し
た
。

こ
れ
を
受
け
て
、
市
と
十
日
町
ロ
ー
タ

リ
ー
ク
ラ
ブ
が
共
同
で
受
け
入
れ
る
こ
と

に
な
り
、
平
成
10
年
11
月
に
ド
イ
ツ
か
ら

贈
ら
れ
た
菩
提
樹
の
苗
木
30
本
を
、
こ
れ

ま
で
肥
培
・
管
理
し
て
き
ま
し
た
。

記
念
植
樹
前
日
の
６
日
a
に
当
市
を
訪

れ
た
有
川
会
長
と
ド
イ
ツ
か
ら
の
研
修
生

５
人
は
、
博
物
館
や
市
民
体
育
大
会
を
見

学
し
、
研
修
生
は
そ
の
ま
ま
十
日
町
ロ
ー

タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
員
宅
に
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

し
ま
し
た
。

植
樹
場
所
は
、
落
葉
樹
で
木
の
高
さ
が

最
大
30
ｍ
に
な
る
な
ど
広
い
場
所
が
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

に
お
願
い
し
、
ア
イ
リ
ス
ま
つ
り
や
コ
ス

モ
ス
ま
つ
り
の
会
場
に
隣
接
す
る
「
ク
ロ

ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
」
（
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ

ン
ド
）
の
北
側
を
選
定
し
ま
し
た
。

記
念
植
樹
で
は
、
有
川
会
長
、
研
修
生

代
表
の
オ
ル
ブ
リ
ッ
シ
ュ
・
コ
ン
ス
タ
ン

テ
ィ
ン
さ
ん
、
村
山
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー

ク
ラ
ブ
会
長
、
㈱
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
梅

田
相
談
役
、
滝
沢
市
長
の
手
に
よ
り
最
後

の
土
入
れ
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
木
の
側
に

は
、
カ
ー
ル
・
ベ
ン
ク
ス
氏
制
作
の
記
念

標
柱
が
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

現
在
、木
の
高
さ
は
３
ｍ
ほ
ど
で
す
が
、

成
長
す
る
に
つ
れ
、
す
ば
ら
し
い
並
木
道

に
な
り
、
市
民
や
観
光
客
の
憩
い
の
場
と

な
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

記念植樹の模様。左から時計まわりに研修生代表のオルブリッシ
ュ・コンスタンティンさん、有川会長、㈱当間高原リゾート梅田相
談役、滝沢市長、村山十日町ロータリークラブ会長

菩
提
樹
（
リ
ン
デ
ン
バ
ウ
ム
）

贈
呈
を
受
け
た
菩
提
樹
は
、
日
本
名

「
フ
ユ
ボ
ダ
イ
ジ
ュ
」。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

に
分
布
す
る
、
シ
ナ
ノ
キ
科
シ
ナ
ノ

キ
属
の
落
葉
高
木
で
、
原
産
地
は
東

欧
。
６
月
中
旬
に
黄
色
み
を
帯
び
た

白
い
花
が
咲
く
。

経
　
過

記
念
植
樹

信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002信濃川水なしサミット2002

「カッパの涙」
大成功

川
や
自
然
環
境
は
、
生
き
物
に
と
っ
て

か
け
が
え
の
な
い
も
の
で
す
。
最
近
は

「
生
き
物
の
多
様
性
」が
大
事
だ
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
現
実
に
は
生
き
物
の
こ
と

だ
け
を
考
え
る
わ
け
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

そ
の
場
合
、
川
そ
れ
ぞ
れ
の
場
所
に
あ
っ

た
環
境
を
最
大
限
尊
重
し
な
が
ら
、
人
間

が
利
用
さ
せ
て
も
ら
う
た
め
の
折
り
合
い

を
つ
け
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

信
濃
川
は
全
長
３
７
６
キ
ロ
の
う
ち
１

０
１
キ
ロ
が
減
水
区
間
に
な
っ
て
い
ま
す
。

本
来
、
十
日
町
市
内
に
流
れ
る
べ
き
３
１

７
ト
ン
が
取
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。
長
野

や
新
潟
の
犠
牲
に
よ
っ
て
大
東
京
が
維
持

さ
れ
て
い
る
の
が
現
実
で
す
。
山
の
手
線

に
Ｊ
Ｒ
東
日
本
が
自
前
で
調
達
す
る
電
力

の
38
％
が
信
濃
川
の
電
力
で
調
達
さ
れ
て

い
ま
す
。
地
方
で
作
ら
れ
た
電
力
が
、
自

然
の
犠
牲
に
見
合
う
よ
う
な
、
大
事
な
使

わ
れ
方
を
さ
れ
て
い
る
か
が
問
題
で
す
。

都
会
で
は
余
計
な
照
明
や
自
動
販
売
機
な

ど
が
数
多
く
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
し

て
我
々
も
、
今
の
便
益
さ
、
便
利
さ
に
ど

っ
ぷ
り
つ
か
っ
て
い
ま
す
。

信
濃
川
中
流
域
の
水
環
境
改
善
の
た
め
、

増
放
量
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
運
動

は
大
事
で
す
。
し
か
し
、
本
当
は
便
利
な

文
明
社
会
が
相
手
で
、
そ
の
中
に
我
々
も

入
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
考
え
、
広
い

視
野
か
ら
問
題
の
本
質
を
訴
え
て
い
か
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

昔
は
川
を
押
え
込
み
、
洪
水
を
防
ぎ
、

恩
恵
だ
け
を
受
け
る
こ
と
が
文
明
の
進
歩

だ
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
そ

れ
が
、
川
の
環
境
・
生
き
物
に
大
き
な
影

響
を
与
え
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
段
々
明

ら
か
に
な
り
、
川
の
自
然
と
人
間
社
会
の

新
し
い
関
係
を
作
る
時
代
に
入
っ
て
き
て

い
ま
す
。
特
に
日
本
の
場
合
、
梅
雨
や
台

風
の
影
響
で
河
川
流
量
の
変
動
が
激
し
く
、

な
ま
ぬ
る
い
対
応
で
は
災
害
に
対
処
で
き

ま
せ
ん
。

日
本
で
川
と
人
が
付
き
合
う
に
は
、
ダ

ム
、
遊
水
池
、
堤
防
な
ど
あ
ら
ゆ
る
手
法

を
そ
の
土
地
ご
と
に
総
合
的
に
考
え
な
く

て
は
な
り
ま
せ
ん
。
最
良
の
方
法
を
見
つ

け
る
た
め
に
管
理
者
は
基
礎
数
値
や
考
え

方
を
す
べ
て
さ
ら
け
だ
し
、
理
論
も
で
き

る
だ
け
提
供
す
べ
き
で
す
。
住
民
も
大
変

か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
自
分
の
問
題
と
し

て
勉
強
し
、
そ
し
て
発
言
し
、
総
議
で
水

量
や
洪
水
へ
の
対
処
の
仕
方
を
考
え
、
対

処
し
て
い
か
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

信
濃
川
中
流
域
に
水
を
戻
す
運
動
も
こ

う
し
た
広
い
視
野
、
考
え
方
の
中
で
進
め

る
べ
き
だ
と
思
い
ま
す
。

「
自
然
の
川
、
人
の
川
」

【
講
演
】

桜井善雄氏

第４回信濃川水なしサミット2002が

10月12日Gに市民会館で行われました。

会場では約300人の参加者を前に、桜井

善雄氏が講演し、市民演劇「カッパの涙」

が上演されました。翌13日Aには、「水

辺の楽校・つまりっ子ひろば」が開催さ

れ、130人の親子が水辺の体験学習に楽

しいひとときを過ごしました。

市民演
劇

今
年
の
サ
ミ
ッ
ト
で
は
、「
市
民
演
劇
」

と
い
う
方
法
で
、
水
問
題
を
訴
え
る
取
り

組
み
が
行
わ
れ
ま
し
た
。「
カ
ッ
パ
の
涙
」

と
題
す
る
演
劇
に
は
、
脚
本
・
演
出
を
担

当
し
た
二
瓶
光
氏
を
は
じ
め
、
中
学
生
・

高
校
生
を
中
心
に
、社
会
人
な
ど
11
人
が
、

７
月
末
か
ら
練
習
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。

本
番
で
は
、
信
濃
川
に
生
き
る
架
空
の

生
き
物
カ
ッ
パ
の
カ
ー
タ
を
通
し
て
、
信

濃
川
の
過
去
や
現
状
、
そ
し
て
今
後
の
解

決
す
べ
き
課
題
を
、
わ
か
り
や
す
く
浮
き

彫
り
に
す
る
な
ど
、
大
き
な
成
果
を
あ
げ

ま
し
た
。

演
劇
の
最
後
に
は
、
演
劇
の
成
功
と
観

客
の
温
か
い
拍
手
に
、
出
演
者
の
目
に
も

涙
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。

10
月
７
日
B
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
で
、
ド
イ
ツ
の
奨
学
基
金
で
あ
る
独
日
文
化

交
流
育
英
会
（
有
川
陽
あ
き
ら

会
長
）
か
ら
十
日
町
市
と
十
日
町
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に

贈
ら
れ
た
菩
提
樹
の
記
念
植
樹
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

大
き
く
育
て
友
好
の
菩
提
樹

〜

当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト
に
30
本
を
植
樹

〜

じ
ゅ

だ
い

ぼ
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丸
山
秀
二
さ
ん

（
61
歳
、
稲
葉
、
相
撲
連
盟
）

田
村
憲
一
さ
ん

（
45
歳
、
昭
和
町
１
、
サ
ッ
カ
ー
協
会
）

池
田
正
巳
さ
ん

（
69
歳
、
高
田
町
３
南
、

中
体
連
・
陸
上
競
技
協
会
）

滝
沢
明
夫
さ
ん

（
65
歳
、
学
校
町
２
、

中
体
連
・
陸
上
競
技
協
会
）

柳
　
則
夫
さ
ん

（
63
歳
、
吉
田
山
谷
、
ス
キ
ー
協
会
）

村
山
春
雄
さ
ん

（
61
歳
、
関
根
第
２
、
ス
キ
ー
協
会
）

蕪
木
義
男
さ
ん

（
57
歳
、
神
明
町
、
ス
キ
ー
協
会
）

佐
藤
昭
則
さ
ん

（
33
歳
、
南
鐙
坂
、
十
日
町
高
校
ク
ロ

ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
部
コ
ー
チ
）

夏
井
徳
治
さ
ん

（
33
歳
、
丸
山
町
、

十
日
町
中
学
校
教
諭
）

野
上
幸
寿
さ
ん

（
20
歳
、
高
島
第
１
、
早
稲
田
大
１
年
）

桑
原
慎
太
郎
さ
ん

（
17
歳
、
鍬
柄
沢
、
八
海
高
３
年
）

※
敬
称
略

〈
団
体
〉■
卓
球
…
十
日
町
市
チ
ー
ム
、
川

西
ク
ラ
ブ
■
野
球
…
十
日
町
中
学
校
野
球

部
、
十
日
町
ク
ラ
ブ
■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ

ー
ス
キ
ー
…
十
日
町
高
校（
男
子
・
女
子
）

■
陸
上
競
技
…
十
日
町
高
校
女
子
リ
レ
ー

チ
ー
ム
、
十
日
町
市
女
子
４
×
１
０
０
ｍ

リ
レ
ー
チ
ー
ム
、
十
日
町
市
女
子
駅
伝
チ

ー
ム
■
空
手
道
…
十
日
町
高
校
空
手
道
部

（
男
子
・
女
子
）、
吉
田
中
学
校
■
山
岳
競

技
…
十
日
町
高
校
（
男
子
・
女
子
）
■
相

撲
…
十
日
町
市
チ
ー
ム

〈
個
人
〉
■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス
…
湯
沢
一
彦
、

横
山
保
■
相
撲
…
村
山
智
明
、庭
野
豊
正
、

福
原
忠
之
■
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー

…
平
野
高
行
、
丸
山
智
恵
、
上
村
留
美
、

高
橋
紘
弥
■
陸
上
競
技
…
池
田
愛
子
、
村

山
忍
、
田
川
由
衣
、
小
川
将
吾
、
阿
部
竹

雪
、
曾
根
瑞
希
、
小
島
信
義
、
小
島
正
嗣
、

田
村
英
晃
、
林
洋
介
、
遠
田
祐
貴
、
鈴
木

達
也
、
佐
藤
香
里
、
村
山
佳
奈
子
、
田
川

絵
梨
、
水
落
良
太
、
阿
部
尋
喜
■
柔
道
…

小
川
眞
介
、
藤
ノ
木
洋
祐
■
空
手
道
…
和

田
奈
緒
子
、
丸
山
祥
之
■
ゴ
ル
フ
…
田
村

潤
子
■
水
泳
…
福
島
俊
史
、
樋
口
裕
也
■

ア
ル
ペ
ン
ス
キ
ー
…
児
玉
晴
美
■
剣
道
…

田
川
正
幸

〈
団
体
〉■
相
撲
…
十
日
町
市
チ
ー
ム
■
陸

上
競
技
…
十
日
町
ア
ス
レ
チ
ッ
ク
ク
ラ
ブ

男
子
４
×
１
０
０
ｍ
リ
レ
ー
チ
ー
ム

※
敬
称
略

〈
個
人
〉■
空
手
道
…
丸
山
弘
、
桐
生
真
之

介
■
相
撲
…
水
落
勇
希
■
水
泳
…
樋
口
久

美
香
■
陸
上
競
技
…
岩
田
大
佑

第
55
回
県
縦
断
都
市
対
抗
駅
伝
競
争
大

会
が
10
月
19
日
g
・
20
日
a
の
２
日
間
に

渡
り
開
催
さ
れ
、
十
日
町
市
が
総
合
３
位

に
輝
き
ま
し
た
。

大
会
は
、
新
井
市
か
ら
新
潟
市
ま
で
の

16
区
間
２
０
２
・
２
㎞
に
、
県
内
29
チ
ー

ム
が
参
加
し
て
健
脚
を
競
い
ま
し
た
。
初

日
３
位
に
つ
け
た
十
日
町
市
は
、
２
日
目

も
粘
り
を
見
せ
上
位
を
ね
ら
っ
た
も
の
の
、

昨
年
よ
り
順
位
を
一
つ
下
げ
、
総
合
３
位

で
ゴ
ー
ル
テ
ー
プ
を
切
り
ま
し
た
。

平
成
14
年
度

十
日
町
市
体
育
協
会
表
彰

第
32
回
十
日
町
市
体
育
協
会
体
育
祭
が
10
月
14
日
（
体
育
の
日
）
に
ク
ロ
ス
10
で
行
わ
れ
、

20
団
体
・
個
人
51
人
の
計
１
４
７
人
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

▼
体
育
功
労
者
賞
（
７
人
）

▼
優
秀
指
導
者
賞
（
２
人
）

▼
特
別
賞
（
２
人
）

▼
優
秀
競
技
者
賞

（
18
団
体
・
個
人
35
人
）

▼
奨
励
者
賞

（
２
団
体
・
個
人
５
人
）

楽しもうスポーツ・
つくろう健康

体　育　課
152－4377

10月14日（体育の日）を中心に第36回市民スポーツ

大会が開催され、延べ2,700人がさわやかな汗を流しま

した。各競技の優勝選手・チームを紹介します（敬称

略）。

種 目 種　別 団体・個人名団体・個人名 種 目 種　別 団体・個人名

ゲ ー ト ボ ー ル

ソ フ ト ボ ー ル

フ ッ ト サ ル

陸 上 競 技

野 　 　 球

バスケットボール

テ ニ ス

卓 球

ソフトテニス

バドミントン
（一般）

バドミントン
（ジュニア）

シ
ン
グ
ル
ス

小学３・４男
小学３・４女
小学５・６男
小学５・６女
中 学 男 子
中 学 女 子

田 麦 福 寿 会

高 山

キ ャ ッ ス ル

一般400ｍリレー
ファミリー400ｍリレー
小学低学年男子
小学低学年女子
小学高学年男子
小学高学年女子
一般クロスカントリーリレー
ファミリークロスカントリーリレー

遠 田 　 泰
青 木 桃 子
鈴 木 章 浩
山 田 佳 奈
め ん そ ー れ か ん た ー れ
鈴 木 君 佐 藤 君 チ ー ム

チ ー ム チ ャ パ 王 マ サ ツ
の ん び り ー ず

（ＴＡＣ）

（城ケ丘ＸＣ）

（馬場小）

（城ケ丘ＸＣ）

白 井 　 凌
高 橋 邦 浩
稲 田 　 岳
加 治 将 也
高 橋 祐 太 朗
西 野 　 慎
阿 部 哲 也
飯 塚 夏 美

（千手小）

（千手小）

（千手小）

（ 十 中 ）

（津南中）

（川西高）

（十柔会）

（水沢中）

水 落 雄 太
皆 川 　 凌
根 津 勇 輝
小 宮 山 智 子

（十剣友会）

（十剣友会）

（ 南 中 ）

（十剣友会）

小 学 ５ 年 以 下
小 学 ６ 年
４ ０ ０ 歳 野 球

川 治 妻 有
中 条 シ ャ ー ク ス
Ｆ Ｏ Ｂ

一 般 男 子
一 般 女 子

庭 仁 コ ン ク リ ー ト
十 日 町 ク ラ ブ

バレーボール パパママバレー 十 日 町 ク ラ ブ

市民ハイキング 行き先…湯の丸高原「篭
かご

ノ
の

登
と

山」 参加…47人

男子シングルスＡ
コンソレーション
女子シングルスＡ
女子シングルスＢ

ダ

ブ

ル

ス

岡 本 　 裕
岩 田 悠 弥
追 手 幸 子
山 内 か ほ り

（寿限無ＴＣ）

（ 十 高 ）

（ラブＴＣ）

（ 十 高 ）

相 撲

団 体 戦
小学１・２年個人
小 学 ３ 年 個 人
小 学 ４ 年 個 人
小 学 ５ 年 個 人

大 熊 悠 介
田 中 暁 紘
橋 本 拓 実
村 山 大 洋

水 沢 小 Ａ
（ 西 小 ）

（水沢小）

（中条小）

（下条小）

中 １ 男 子
中 １ 女 子
中 ２ 男 子
中 ２ 女 子
一 般 男 子
一 般 女 子

小・中男子

小 学 女 子

中 学 女 子

高 野 博 文
柳 　 美 紀
島 田 正 樹
南 雲 美 佳
霜 垣 文 雄
和 久 井 香 織

（水沢中）

（ 南 中 ）

（上郷中）

（中里中）

（ 拓 越 ）

（ 十 高 ）

湯 沢 一 彦
横 山 　 保
板 場 優 児
吉 田 祥 悟
桑 原 香 織
池 田 紗 貴 子
高 野 祐 未
俵 山 幸 枝
金 井 多 喜 子
関 口 い ず み

（ＡＴＣ）

（ＡＴＣ）

（ 南 中 ）

（ 南 中 ）

（ 十 高 ）

（ 十 高 ）

（ 南 中 ）

（ 南 中 ）

（ＴＡＣ）

（ＴＡＣ）

一 般 男 子 Ａ

一 般 男 子 Ｂ

一 般 女 子 Ａ

一 般 女 子 Ｂ

婦 人 Ａ

（
（
（
（
（

久 保 田 裕 紀
上 村 典 史
田 村 佳 寿 保
関 口 麻 莉 子
菅 村 　 彩
山 口 美 穂

（下条中）

（下条中）

（十バド少年）

（十バド少年）

（ 十 中 ）

（ 十 中 ）

（
（
（

吉 田 貴 行
水 落 将 志
岩 田 　 亮
池 田 　 潔
今 井 千 恵 子
綱 　 紀 子

（下条体協クラブ）

〈下条体協クラブ）

〈下条体協クラブ）

〈下条体協クラブ）

〈ＵＮＩＴＹ）

〈ＵＮＩＴＹ）

男子Ａダブルス

男子Ｂダブルス

女 子 ダ ブ ル ス

水 落 将 志
久 保 田 正 幸
笠 原 裕 子

〈下条体協クラブ）

〈下条体協クラブ）

〈下条体協クラブ）

山 口 　 諒
高 橋 瑠 美
山 口 恭 平
関 口 麻 莉 子
根 津 嵩 臣
山 口 美 穂

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（十バド少年）

（ 十 中 ）

男子Aシングルス
男子Bシングルス
女子シングルス

（
（
（

柔 道

剣 道

近 藤 由 貴
松 澤 佳 奈
相 沢 祐 樹
越 村 慎 司
市 川 美 樹
小 林 　 葵
佐 藤 寛 和
越 村 慎 司
水 澤 拓 也
関 沢 典 子

（下条小）

（松代小）

（松代小）

（ 十 中 ）

（松代中）

（栃尾小）

（栃尾小）

（ 十 中 ）

（栃尾高）

（十総高）

空 手

小 学 １ ・ ２ 年
小 学 ３ ・ ４ 年
小 学 ５ ・ ６ 年
中 学 １ 年
中 学 ２ ・ ３ 年
一般・高校軽量
一般・高校重量
一般・高校女子

小 学 低 学 年
小 学 高 学 年
中 学 男 子
中 学 女 子

幼児・小学低学年個人形
小学３・４年個人形
小学５・６年個人形
中学・高校男子形
中学・高校女子形
小学３・４年組手
小学５・６年組手
中 学 男 子 組 手
高 校 男 子 組 手
中学・高校女子組手

第36回
市民スポーツ大会

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜

十
日
町
市
３
位

〜
県
縦
断
駅
伝
〜



中
心
市
街
地
を
活
性
化
す
る
に
は
、
商

業
の
活
性
化
と
市
街
地
の
整
備
改
善
を
一

体
的
に
進
め
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

商
業
の
活
性
化
に
は
と
り
わ
け
、
民
間

主
体
で
中
心
市
街
地
の
商
業
を
一
体
的
に

と
ら
え
、
事
業
を
計
画
・
管
理
す
る
組
織

「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
（
タ
ウ
ン
・
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン

ト
・
オ
ー
ガ
ナ
イ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
）
」
の
役

割
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

十
日
町
商
工
会
議
所
で
は
、
来
年
度
の

Ｔ
Ｍ
Ｏ
設
立
に
向
け
た
活
動
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
は
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本

計
画
」
に
お
け
る
商
業
な
ど
に
関
す
る
事

業
を
展
開
し
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

現
在
、
具
体
的
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行

う
の
か
、
そ
の
構
想
づ
く
り
を
進
め
て
い

ま
す
。
こ
の
構
想
が
「
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
」
に

な
り
ま
す
。

Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
は
、
十
日
町
商
工
会
議
所

が
主
体
と
な
り
、
中
心
市
街
地
の
商
業
関

係
者
や
市
民
の
意
見
を
聞
き
入
れ
な
が
ら

策
定
し
ま
す
。
策
定
作
業
は
二
つ
の
検
討

組
織
が
進
め
て
い
ま
す
。

○
十
日
町
市
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
策
定
委
員
会
・

作
業
部
会
＝
事
業
内
容
、
優
先
順
位
、
実

施
体
制
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど
具
体
的
な

活
性
化
策
を
提
案
・
検
討
す
る
組
織
で
す
。

若
手
商
業
関
係
者
、
市
民
な
ど
18
人
で
構

成
さ
れ
て
い
ま
す
。

○
十
日
町
市
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
策
定
委
員
会
＝

作
業
部
会
の
作
っ
た
案
を
審
議
、
承
認
す

る
機
関
で
す
。
十
日
町
商
工
会
議
所
商
業

部
会
役
員
、
市
議
会
議
員
、
消
費
者
協
会

役
員
、
商
店
街
振
興
組
合
理
事
長
な
ど
28

人
で
構
成
さ
れ
て
い
ま
す
。

基
本
計
画
に
は
、
主
に
市
が
実
施
主
体

と
な
っ
て
い
る
事
業
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ

ら
の
取
組
状
況
は
左
表
の
と
お
り
で
す
。

商
工
観
光
課
商
工
労
政
係

1
57
│
３
１
１
１
内
線
２
６
４
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◆
受
付
期
間

11
月
１
日
f
〜
26
日
c

◆
入
所
資
格

市
内
に
住
民
登
録
が
あ
り
、

家
庭
で
保
育
が
で
き
な
い
児
童

※
入
所
選
考

施
設
の
定
員
を
超
え
て
申

込
み
が
あ
っ
た
場
合
、
保
育
に
欠
け
る

程
度
の
高
い
児
童
か
ら
入
所
決
定
し
ま

す
の
で
、
第
一
希
望
の
保
育
所
に
入
所

で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◆
年
度
途
中
の
入
所

年
度
途
中
で
あ
っ

て
も
、
施
設
の
定
員
に
余
裕
が
あ
る
場

合
は
入
所
で
き
ま
す
の
で
お
問
合
せ
く

だ
さ
い
。

◆
受
付
期
間

11
月
１
日
f
〜
30
日
g

（
※
む
つ
み
幼
稚
園
は
11
月
25
日
b
ま
で
）

◆
入
園
資
格

平
成
15
年
４
月
１
日
現
在
、

満
３
歳
以
上
の
就
学
前
の
児
童

◆
そ
の
他

年
度
途
中
・
月
途
中
か
ら
も

入
園
で
き
ま
す
。
ま
た
、
延
長
保
育
や

就
園
奨
励
金
の
制
度
が
あ
り
ま
す
の

で
、
各
園
に
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

◆
認
可
保
育
所
（
公
立
・
私
立
）
は
同
じ

基
準
（
児
童
の
年
齢
・
保
護
者
の
課
税

状
況
な
ど
）
に
よ
っ
て
決
ま
り
ま
す
。

◆
へ
き
地
保
育
所
・
幼
稚
園
は
各
施
設
に

よ
っ
て
異
な
り
ま
す
。

平成13年度

保育所・幼稚園の入所申し込み案内
◆◇新規申し込み受付は11月１日Dから◇◆

保
　
育
　
料

幼
　
稚
　
園

認
可
保
育
所
（
公
立
・
私
立
）

へ
き
地
保
育
所

【 保 育 所 一 覧 】

【 幼 稚 園 一 覧 】

◆申込み・問合せ　認可保育所（公立・私立）・へき地保育所は健康福祉課児童家庭係（157-3111内線132）
または各保育所へ。幼稚園は各施設へ。

（私立）幼稚園名 所在地 電　話
募 集 人 員

３　歳 ４　歳 ５　歳

60

60

45

若干名 若干名

定　員 教育時間 給　食 そ の 他

愛宕幼稚園

天使幼稚園

むつみ幼稚園

川原町

寿町４

桑　原

52-3123

52-3466

56-2424

160

160

150

9：00～14：30

9：30～15：00

9：00～14：45

完全給食

完全給食

副食のみ

延長保育・施設

開放・異年齢児

交流・バス送迎｝

区分 保育所名 所在地 電話番号 定員 開設時間 受入年齢 通常保育以外の主な保育サービスなど 給　食

認
　
可
　
保
　
育
　
所

へ

き

地

保

育

所

公
　
　
立

鐙島保育所

高山保育所

川治保育所

下条保育所

西 保 育 所

北原保育所

水沢保育所

南 鐙 坂

錦 町 ２

川治中町

下条本町

下川原町

北　　原

土 市 ２

57-8795

57-8908

57-3256

55-2017

57-0338

52-3339

58-2103

60

60

30

45

60

30

60

7：30～18：30

生後６か月～

〃 ４か月～

〃 ６か月～

〃 ６か月～

〃 ４か月～

〃 ６か月～

〃 ６か月～

施設開放

学童保育

育児相談

障害児保育

一時保育　など

３歳未満児

は完全給食

３歳以上児

は副食のみ

私
　
　
立

十日町幼児園

北越保育園

大井田保育園

山本愛泉保育園

森の保育園

中条保育園

慈光保育園

いずみ保育園

本町西１

本町６-１

四日町１

山本町２

大黒沢東

中　　町

北新田１

昭和町３

52-2068

57-3860

52-2009

57-0133

58-3782

57-5446

52-3587

52-4472

45

90

60

45

60

60

90

60

7：15～19：00

7：15～19：45

7：30～18：30

7：30～18：30

7：30～18：30

7：30～18：30

7：00～19：15

7：20～19：00

生後２か月～

育児相談・一時保育・世代間交流・異年齢児交流

延長保育・一時保育・施設開放・子育てサロン・学童保育

一時保育・学童保育・世代間交流・施設開放

異年齢児交流・学童保育・一時保育・世代間交流、育児相談

育児相談・施設開放・一時保育・学童保育

異年齢児交流・施設開放・一時保育・育児相談

延長保育・学童保育・一時保育・休日保育・育児相談

休日保育・延長保育・一時保育・学童保育

吉田保育園

新座保育園

水沢南部保育園

六箇保育園

白梅保育園

飛渡保育園

八箇保育園

東下組保育所

吉田山谷

新 座 ３

水 沢 ３

田　　麦

高田町４

新　　水

池 之 平

漉　　野

57-1418

57-6002

58-2229

52-3418

52-4959

59-2351

57-0062

55-2119

50

60

60

30

45

30

30

30

7：30～18：00

7：30～18：00

7：30～18：00

7：30～18：00

7：30～18：30

8：00～17：30

7：30～17：00

8：00～17：30

生後10か月～

〃 ６か月～

〃 ２ 歳 ～

〃 ２ 歳 ～

〃１歳３か月～

〃 ２ 歳 ～

〃 ２ 歳 ～

〃 １ 歳 ～

一時保育・学童保育

一時保育・学童保育・施設開放

一時保育

一時保育

一時保育・学童保育

一時保育

一時保育・学童保育

副食のみ　　

完全給食　　

副食のみ　　

副食のみ　　

副食のみ　　

無　　

副食のみ　　

無

平成15年度

保育所・幼稚園の入所申し込み案内
新規申し込み受付は11月１日Fから

いずみ保
育園は
完全給食（ ）

※むつみ幼稚園では、満３歳児（定員15人）の入園を随時受け付けています。

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

中
心
市
街
地
活
性
化

取
組
状
況
の
お
知
ら
せ

■
問
合
せ

十
日
町
市
で
は
、
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
中
心
市
街
地
の
活
性
化

を
図
る
た
め
、
市
民
参
加
に
よ
る
「
中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
」

を
平
成
13
年
３
月
に
策
定
し
ま
し
た
。
基
本
計
画
に
沿
っ
て
進
め
ら

れ
て
い
る
活
性
化
へ
の
取
組
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

連携�

TMOが実施�

（TMO構想）�

商業などに�

関する事業�

商業の�

活性化�

行政が実施�

（国・県・市）�

公共事業�

　　など�

市街地の�

整備改善�

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画�

暮
ら
し
や
す
く
、行
っ
て
み
た
い�

中
心
市
街
地
の
実
現�

◆
活
性
化
へ
の
取
組
体
制

◆
策
定
の
進
め
方

◆
市
の
取
組
状
況

◆
Ｔ
Ｍ
Ｏ
構
想
策
定
に
着
手

取　組　状　況事　業　名

○街路整備事業（田川南線）

10年以内をめどに、小規模スペース

で足りる事業所の誘致や起業を促しま

す。今年度は新規創業支援資金融資制

度を創設するなど、支援制度を整備し

ているところです

現在、財源を含む整備手法を検討中。

事業内容は今年度実施している「まち

づくりワークショップ」で市民ととも

に検討しています

○企業誘致・起業の推進

○市街地公園等整備事業
○案内看板等誘導施設設置事業
○街路整備事業
（川治昭和町線・稲荷町線）

○十日町ステージ南側
侵入路整備事業

○細街路環境改善事業ほか

新潟県十日町土木事務所が事業主体と

なって取り組んでいます

当面、現状のまま活用します。将来の

活用はＴＭＯなどの意向を踏まえ検討

を進めます
○旧織物会館活用推進事業

14年11月完成に向け建設中。完成後

は駐輪場に隣接して、本町６丁目交番

が移転する予定です
○駅東口駐輪場整備事業

15年７月のオープンに向け建設中○十日町ステージ整備事業
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Ｉ
Ｔ
講
習
会

再
募
集

市
報
８
月
10
日
号
で
Ｉ
Ｔ
講
習
会
（
後
期
分
）
受
講

者
募
集
の
お
知
ら
せ
を
し
ま
し
た
が
、
定
員
に
達
し
な

い
講
座
も
あ
る
た
め
、
再
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
受
講
資
格

県
内
在
住
で
20
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
。
初
め

て
受
講
す
る
人
を
優
先
し
ま
す
が
、
す
で
に
受
講
し

た
人
も
再
受
講
で
き
ま
す
。

■
受
講
料

■
無
　
料

■
テ
キ
ス
ト
代
（
１
、０
０
０
円
〜
１
、３
６
５
円
）

が
必
要
で
す
。
※
こ
れ
ま
で
と
同
じ
テ
キ
ス
ト
を
使

用
し
ま
す
。
す
で
に
お
持
ち
の
人
は
再
度
購
入
の
必

要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■
申
込
み
方
法

電
話
ま
た
は
情
報
館
事
務
室
へ
直
接
お
い
で
に
な
り
、

応
募
状
況
を
確
認
の
う
え
、申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

①
希
望
す
る
講
座
番
号
②
郵
便
番
号
③
住
所
④
氏
名

⑤
年
齢
⑥
連
絡
先
電
話
番
号
⑦
Ｉ
Ｔ
講
習
会
の
受
講

の
有
無
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

先
着
順
で
受
付
け
ま
す
。

■
そ
の
他

講
座
が
満
員
の
場
合
は
キ
ャ
ン
セ
ル
待
ち
に
て
応
募

を
受
付
け
て
い
ま
す
。お
気
軽
に
問
合
せ
て
く
だ
さ
い
。

■
申
込
み
・
問
合
せ

十
日
町
情
報
館
（
西
本
町
２
1
50
│
５
１
０
０
）

○ＩＴコース…ＩＴ基礎技能講習（電源の入れ方・マウス操作・文字入力から始めます。後半はインターネ
ットに接続し、ホームページの閲覧・電子メールの送受信などを行います。）
○ ITインターネットコース…ＩＴコースで行ったホームページ閲覧や情報の検索、電子メールの送受信を重
点的に学びます。
○ IT Wordコース…ワープロソフト「Word」の基本的な使い方の講習です。体裁を整え、写真を挿入するな
どして、見栄えの良い文書作成の方法を学びます。
○ IT Excelコース…表計算ソフト「Excel」の基本的な使い方の講習です。集計表やグラフ作成の実際を通し
て、奥深いExcelの機能の一端を学びます。
○ ITホームページ作成コース…ホームページ作成ソフト「ホームページビルダー」の基本的な使い方を、実際に
ページを作成しながら学びます。
※ITインターネット、IT Word、IT Excel、ITホームページ作成の各コースでは、講習の最初にＩＴ基礎技能講
習（マウス操作、文字入力、インターネット体験など）が組み込まれます。全てのコースが全10時間の講
習になります。

講
習
の
内
容

会　場 定員 講座番号コース 日　　　程 時　　　間 種　別

午後標準

午後標準

午後標準

午前標準

土日速習

土日速習

午前標準

夜間標準

午前標準

午後標準

午前標準

平日速習

午後標準

午前標準

平日速習

午後標準

平日速習

土日速習

午後標準

夜間標準

5

10

18

19

20

28

29

30

38

39

40

48

49

50

58

59

60

68

69

70

I T

ITインター
ネット

IT Word

情　報　館

公民館本館

情　報　館

情　報　館

公民館本館

情　報　館

公民館本館

情　報　館

18

14

18

18

14

18

14

12

11月５日c～８日f

11月12日c～15日f

11月12日c～15日f

12月３日c～６日f

12月14日g・15日a

10月26日g・27日a

11月19日c～22日f

12月３日c～６日f

11月５日c～８日f

11月26日c～29日f

12月10日c～13日f

11月26日c・27日d

12月10日c～13日f

12月17日c～20日f

10月29日c・30日d

11月５日c～８日f

12月３日c・４日d

11月９日g・10日a

11月19日c～22日f

12月10日c～13日f

14：00～16：30

14：00～16：30

14：00～16：30

09：30～12：00

10：00～16：00

10：00～16：00

09：30～12：00

19：00～21：30

09：30～12：00

14：00～16：30

09：30～12：00

10：00～16：00

14：00～16：30

09：30～12：00

10：00～16：00

14：00～16：30

10：00～16：00

10：00～16：00

14：00～16：30

19：00～21：30

IT Excel

I T ホーム
ページ作成

自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか自分だけの年賀状をつくりませんか
十日町市公民館主催

ご協力をお願いします

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

◆対象者 市内在住で満60歳以上の人

（基本操作ができる人）

◆学習内容

１回目＝はがき作成ソフトの操作、あて名印刷、

２回目＝ソフト操作の復習、はがき裏面印刷、裏面

印刷のアレンジ、

◆会　場　公民館本館

◆定　員 各コースとも10人

◆受講料 500円（テキスト・フロッピー代）

◆持ち物 年賀はがき５枚、筆記用具、ノートパソコ

ン（Ｅ・Ｆコースの人）

◆申込み　11月５日c（当日消印有効）までに、往

復はがきに次の事項を記入のうえ、公民館本館へ

〈往信の裏面〉に①希望コース（Ａ～Ｆのいずれか

１つ）②郵便番号③住所④氏名⑤年齢⑥電話番号

〈返信の表面〉に①郵便番号②住所③氏名

※申込者多数の場合は抽選となります。11月８日

fまでに結果をお知らせします。

初心者対象の全６回の講習会を開催します。でき

るだけ下絵を準備してきてください。

◆日　時 11月８日・15日・22日・29日・12月６

日・13日の各金曜日、午後７時～９時

◆会　場　公民館本館

◆定　員 20人

◆受講料 500円（材料費）

◆申込み　11月７日eまでに公民館本館へ

申込み・問合せ
公民館本館
157-5011

60歳からのパソコン年賀状作成

年賀状作り版画講習会

市道太子堂八幡線の塚田踏切が、下水道管きょ布設工事のため、

終日車両通行止めになります。ご迷惑をおかけしますが、う回路を

ご利用いただくなど、ご理解・ご協力をお願いします。

■交通規制の期間

11月５日C～12月４日D

■う回路
市道四日町五軒新田線、市道中条旭町上町線を

ご利用ください。

※踏切付近までは進入できます。

※歩行者は通行できます。

■問合せ 下水道課事業係（152－7441）
市道�
高山太子堂線�

下
大
井
田
川�

上
大
井
田
川�

県道中条田川線�

JR飯山線�JR魚沼中条駅�

東小学校�

至十日町�

至田川町�

至�
下条�

至�
下条�

至�
R252

国道117号�

JA�
大井田�
支店●�

セブンイレブン�
中条店●�

文�

市
道
四
日
町
五
軒
新
田
線�

↑�
笹山野球場�

●�
中条地区公民館�

市
道
中
条
旭
町
上
町
線�

市
道
太
子
堂
八
幡
線�

交通止め箇所�

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

「ＪＲ飯山線・塚田踏切」が
車両通行止めになります

ノートパソコ
ンを持ってい
ない人

（公民館設置のパ
ソコンを使用）

コース

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

Ｅ

Ｆ

11月12日c
13:30～16:00

11月13日d
13:30～16:00

11月14日e
13:30～16:00

11月15日f
13:30～16:00

11月19日c
13:30～16:00

11月20日d
13:30～16:00

11月21日e
13:30～16:00

11月22日f
13:30～16:00

11月26日c
9:00～11:30

11月27日d
9:00～11:30

11月28日e
9:00～11:30

11月29日f
9:00～11:30

１ 回 目 ２ 回 目

ノートパソコン
を持っている人
（Win95.98  Me
NT  2000  XP）

10月25日以降に開催されるＩＴ講習会
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赤倉で子どもたちが農村体験

埼玉県東鷲宮小学校の６年生と保護者など59人が、10月

５日g～６日aに赤倉集落を訪れ農村体験を行いました。秋

晴れのもと、子どもたちは地元の皆さんに指導を受けなが

ら、稲刈りやいも掘りなどに挑戦しました。赤倉の皆さん

と同校の交流はすでに３年目を迎えています。ホームステ

イやお年寄りとの対話など、集落ぐるみの温かな歓迎は世

代や地域を越えた、貴重な体験学習の機会となっています。

妻有街道歩け歩け

第23回妻有街道歩け歩け大会（六箇地区体育協会主催）

が10月13日aに開催されました。かつて妻有の里から三国

峠を越えた街道を、歴史を探りながら秋の自然を楽しもうと

毎年行われているものです。秋晴れのもと、市内外から130人

が参加し、市役所前から魚沼スカイラインの栃窪峠までの

18㎞を歩きました。途中、いも掘りや生そば、山賊汁のサー

ビスがあり、参加者は秋の自然と味覚を満喫していました。

tokamachi topics

このコーナーは、まちの話題や活
動などを紹介しています。情報があ
りましたら、企画人事課広報広聴係
（157─3111内線213）へ、お気軽に
お寄せください。

10
月
19
日
g
、
当
間
高
原
リ
ゾ
ー
ト

内
の
当
間
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
脇
で
、

ク
ロ
ア
チ
ア
キ
ャ
ン
プ
記
念
碑
の
除
幕

式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
ワ
ー
ル
ド
カ
ッ

プ
で
ク
ロ
ア
チ
ア
代
表
チ
ー
ム
が
キ
ャ

ン
プ
を
行
っ
た
記
念
と
、
同
国
と
十
日

町
市
の
間
に
芽
生
え
た
友
情
を
い
つ
ま

で
も
形
に
残
す
た
め
に
、
十
日
町
キ
ャ

ン
プ
推
進
委
員
会
（
会
長
‥
滝
沢
信
一

市
長
）
が
製
作
し
た
も
の
で
す
。

記
念
碑
は
奥
行
１
ｍ
×
幅
１
・
８
ｍ

×
高
さ
１
・
１
ｍ
の
御み

影か
げ

石い
し

製
で
、
キ

ャ
ン
プ
期
間
や
監
督
・
選
手
な
ど
の
名

前
が
刻
ま
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
グ
ラ
ウ
ン
ド
は
、
多
数
の
応

募
の
中
か
ら
、
山
内
正ま

さ

胤た
ね

さ
ん
（
学
校

町
１
）
の
命
名
し
た
「
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ

ッ
チ
」
と
い
う
愛
称
が
つ
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

式
典
あ
い
さ
つ
で
滝
沢
市
長
は
、「
キ

ャ
ン
プ
中
は
９
回
も
の
公
開
練
習
や
サ

ッ
カ
ー
教
室
な
ど
、
盛
ん
な
交
流
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
キ
ャ
ン
プ
を
通
じ
て
芽

生
え
た
ク
ロ
ア
チ
ア
と
当
市
の
友
情
の

証
と
し
て
記
念
碑
を
大
切
に
守
り
、
同

国
と
の
交
流
が
さ
ら
に
盛
ん
に
な
る
よ

う
努
め
ま
す
」
と
述
べ
ま
し
た
。

式
典
で
は
、
キ
ャ
ン
プ
を
記
念
し
て

作
ら
れ
た
記
念
誌『H

v
a
la
H
rv
a
tsk
a

（
あ
り
が
と
う
ク
ロ
ア
チ
ア
）』
が
関
係

者
に
配
ら
れ
ま
し
た
。
記
念
誌
に
は
、

キ
ャ
ン
プ
中
の
写
真
や
活
動
記
録
な
ど

が
つ
づ
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ク
ロ
ア
チ
ア
ピ
ッ
チ
で
は
、

19
日
g
・
20
日
a
の
両
日
、
柏
レ
イ
ソ

ル
サ
ッ
カ
ー
ス
ク
ー
ル
が
開
か
れ
ま
し

た
。
元
ユ
ー
ス
代
表
の
神
田
昭
夫
氏
な

ど
一
流
の
コ
ー
チ
か
ら
指
導
を
受
け
る

絶
好
の
機
会
と
あ
っ
て
、
延
べ
１
５
０

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

10
・
11
月
に
開
催
さ
れ

る
各
種
全
国
大
会
に
出
場

す
る
選
手
に
エ
ー
ル
を
送

ろ
う
と
、
10
月
17
日
e
に

保
健
セ
ン
タ
ー
で
出
場
選

手
激
励
壮
行
会
が
行
わ
れ

ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、

市
内
か
ら
は
33
人
の
選
手

が
各
種
全
国
大
会
（
３
大

会
・
５
種
目
）
に
出
場
し

ま
す
。
晴
れ
舞
台
で
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

出
場
大
会
・
種
目
・
選

手
名
・
所
属
は
次
の
と
お

り
で
す
。（
敬
称
略
）

■
第
57
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会

▼
陸
上
競
技
‥
田
川
絵
梨

（
十
日
町
高
）
佐
藤
香
里

（
京
都
産
業
大
）
▼
山
岳

競
技
‥
水
野
美
咲
、
小
林

美
久
（
以
上
十
日
町
高
）
▼
相
撲
‥

村
山
智
明
（
県
体
育
協
会
）
▼
な
ぎ

な
た
‥
松
井
明
日
香
（
八
海
高
教
）

■
第
33
回
ジ
ュ
ニ
ア
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

陸
上
競
技
大
会

▼
陸
上
競
技
‥
小
杉
健
太
、
曾
根
瑞

希
、
村
山
未
有
（
以
上
中
条
中
）
林

洋
介
（
南
中
）
小
島
正
嗣
（
下
条
中
）

■
第
51
回
全
国
青
年
大
会

▼
相
撲
‥
庭
野
豊
正
、
小
巻
沢
崇
、

福
原
忠
之
、
柳
尚
之
、
星
名
悠
葵
、

金
子
実
寛（
以
上
十
日
町
市
チ
ー
ム
）

▼
野
球
‥
田
川
隆
之
、
児
玉
芳
洋
、

中
沢
克
之
、
小
海
尚
志
、
伊
藤
大
介
、

上
村
順
久
、
藤
ノ
木
隆
司
、
保
坂
繁

之
、
三
輪
純
也
、
鈴
木
誠
、
林
和
彦
、

樋
口
朋
徳
、
高
橋
直
哉
、
庭
野
友
和
、

星
野
美
智
雄
、
山
口
亮
（
以
上
十
日

町
ク
ラ
ブ
）

ま
た
、
第
57
回
国
民
体
育
大
会
夏

季
大
会
に
は
、
田
村
潤
子
さ
ん
（
ゴ

ル
フ
）
と
須
藤
一
毅
さ
ん
（
水
泳
）

が
出
場
し
ま
し
た
。

10
月
17
日
e
、
第
36
回
十
日
町
市
高

齢
者
ス
ポ
ー
ツ
大
会
が
総
合
体
育
館
で

行
わ
れ
、
市
内
７
地
区
・
71
の
老
人
ク

ラ
ブ
や
園
児
な
ど
約
１
、
２
５
０
人
が

参
加
し
ま
し
た
。
ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て

体
力
を
維
持
し
、
心
身
の
健
康
を
高
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
た
も
の
で
す
。
参

加
者
は
、
パ
ン
食
い
競
争
や
ス
プ
ー
ン

レ
ー
ス
、
大
玉
送
り
、
綱
引
き
な
ど
で

心
地
よ
い
汗
を
流
し
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、園
児
も
参
加
し
た
競
技
で
は
、

子
ど
も
た
ち
と
い
っ
し
ょ
に
ゴ
ー
ル
を

め
ざ
し
て
い
ま
し
た
。

ス
ポ
ー
ツ
で
心
も
体
も
健
康
に

スポーツの秋！全国大会に33人が出場

クロアチアピッチで記念碑除幕とサッカースクール
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宮
下
町
で
左
官
業
を
営
む
家
に
生
ま
れ

ま
し
た
。５
人
兄
弟
の
末
か
ら
２
番
目
で
、

女
３
人
の
一
番
下
で
し
た
。

家
庭
の
事
情
で
、
１
歳
半
の
と
き
に
田

中
町
の
母
の
姉
の
と
こ
ろ
に
引
き
取
ら

れ
、
そ
こ
で
育
て
ら
れ
ま
し
た
。

十
日
町
尋
常
小
学
校
６
年
生
の
と
き
に

戦
争
が
始
ま
り
ま
し
た
。
高
等
科
に
進
み

２
年
で
卒
業
し
、
昭
和
19
年
に
東
京
の
軍

需
工
場
に
就
職
し
ま
し
た
。
爆
弾
の
発
火

装
置
を
組
み
立
て
る
仕
事
を
し
ま
し
た
。

東
京
が
空
襲
を
受
け
る
よ
う
に
な
り
、

工
場
ご
と
群
馬
県
安
中
市
に
疎
開
し
、
そ

こ
で
終
戦
を
迎
え
ま
し
た
。

戦
後
は
田
中
町
に
帰
り
、
製
糸
工
場
に

就
職
し
、
繭
か
ら
糸
を
と
る
仕
事
を
７
年

間
や
り
ま
し
た
。
し
か
し
、
育
て
の
親
か

ら
「
十
日
町
に
住
む
な
ら
織
機
を
覚
え
た

ほ
う
が
い
い
」
と
す
す
め
ら
れ
、
織
物
会

社
に
勤
め
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

31
年
に
、
こ
こ
に
嫁
ぎ
ま
し
た
。
子
ど

も
が
授
か
る
ま
で
は
会
社
勤
め
を
続
け
て

い
ま
し
た
。
義
母
が
子
育
て
を
し
て
く
れ

た
た
め
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
い
か
し
、

家
で
出
機
を
始
め
ま
し
た
。
家
を
改
築
す

る
こ
と
に
な
り
、
織
機
場
も
こ
わ
す
こ
と

に
な
っ
た
44
年
に
出
機
は
や
め
ま
し
た
。

再
度
織
物
会
社
に
就
職
し
ま
し
た
が
、

息
子
が
市
街
地
に
ラ
ー
メ
ン
店
を
開
店
す

る
こ
と
に
な
り
、
店
の
手
伝
い
の
た
め
会

社
を
退
職
し
ま
し
た
。

今
は
、
店
の
手
伝
い
も
や
め
、
家
事
を

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
小
さ
い
こ
ろ
か
ら

手
先
を
動
か
す
こ
と
が
好
き
で
、
終
戦
直

後
は
物
々
交
換
に
役
立
っ
た
編
物
や
手
芸

を
続
け
て
い
ま
す
。

新
座
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
で
開
催

さ
れ
て
い
る
「
い
と
ひ
ば
の
会
」
に
参
加

し
、
軽
い
踊
り
を
通
し
て
健
康
維
持
に
努

め
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
夫
婦
で
年
に
１

回
の
海
外
旅
行
や
５
〜
６
回
の
温
泉
旅
行

を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

小
さ
い
と
き
の
苦
労
が
報
わ
れ
た
と
感

謝
し
、
こ
れ
以
上
は
望
め
な
い
ほ
ど
の
幸

せ
を
実
感
し
て
い
る
こ
の
ご
ろ
で
す
。

そ�の�
そ�し�て�
昔�
今�

〈
し
お
ざ
わ
産
業
ま
つ
り
〉
▼
11
月
３
日
a

▼
今
泉
博
物
館
前
野
外
広
場
▼
石
打
駅
か
ら

タ
ク
シ
ー
５
分
▼
直
径
１
８
０
㎝
の
大
き
な

鍋
で
つ
く
る
３
、
０
０
０
食
の
豚
汁
や
熱
気

球
、
フ
ラ
イ
ト
シ
ュ
ミ
レ
ー
タ
ー
、
し
お
ざ

わ
匠
の
村
（
染
物
、
大
工
さ
ん
物
作
り
、
豆

腐
作
り
、
餅
つ
き
、
菓
子
作
り
、
そ
ば
打
ち

コ
ン
テ
ス
ト
な
ど
）
と
い
っ
た
メ
イ
ン
イ
ベ

ン
ト
を
は
じ
め
数
々
の
催
し
が
行
わ
れ
ま
す

▼
塩
沢
町
地
域
振
興
課
（
０
２
５
‐
７
８

２
‐
０
２
５
４
）

〈「
桑
取
川
の
サ
ケ
」
観
察
・
体
験
学
習
〉

▼
11
月
10
日
a
▼
上
越
市
立
水
族
博
物
館
▼

直
江
津
駅
か
ら
徒
歩
10
分
▼
午
前
は
桑
取
川

で
サ
ケ
の
採
捕
場
、
ふ
化
場
、
人
工
授
精
の

見
学
、
午
後
は
水
族
博
物
館
に
も
ど
っ
て
サ

ケ
の
解
剖
や
ビ
デ
オ
鑑
賞
で
、
サ
ケ
に
関
す

る
知
識
を
学
べ
ま
す
▼
申
込
締
切
‥
11
月
７

日
e
▼
料
金
‥
一
般
９
０
０
円
、
小
・
中
学

生
４
０
０
円
、
幼
児
（
３
歳
以
上
）
２
０
０

円
▼
上
越
市
立
水
族
博
物
館
（
０
２
５
‐
５

４
３
‐
２
４
４
９
）

〈
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
情
報
誌
『
ほ
っ
く
ほ

く
』
第
17
号
（
冬
号
）
11
月
１
日
F
発
行
〉

▼
ほ
く
ほ
く
線
沿
線
の
冬
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
や
し
ゅ
ん
の
味
覚
情
報
な
ど
を
紹
介
。

読
者
プ
レ
ゼ
ン
ト
も
あ
り
ま
す
。
市
役

所
・
ほ
っ
く
ほ
く
何
で
も
案
内
所
・
ク
ロ

ス
10
な
ど
で
無
料
配
布
し
ま
す
▼
市
商
工

観
光
課
（
57
‐
３
１
１
１
内
線
２
６
９
）
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◆
副
委
員
長
　
保
坂
謙
輔
さ
ん

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
で
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
的
な
こ
と
に
関
す
る

○
×
ク
イ
ズ
を
や
り
ま
し
た
。
パ
ソ
コ
ン
は
大
好
き
で
す
。

◆
副
委
員
長
　
味
原
愛ま

な

美み

さ
ん

大
変
な
こ
と
も
あ
る
け
ど
、
パ
ソ
コ
ン
に
詳
し
く
な
る
な
ど
楽

し
い
こ
と
も
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
自
分
の
家
の
パ
ソ
コ
ン
の
よ

う
に
、
て
い
ね
い
に
扱
っ
て
ほ
し
い
で
す
。

◆
山
岸
一
朗
先
生

全
学
年
が
レ
ベ
ル
に
応
じ
て
使
い
こ
な
せ
る
よ
う
に
技
術
・
マ

ナ
ー
の
向
上
も
大
切
で
す
。
授
業
時
間
で
は
カ
バ
ー
で
き
な
い
と

こ
ろ
ま
で
教
え
あ
っ
た
り
助
け
あ
っ
た
り
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

ほ
し
い
で
す
ね
。

●
十
日
町
小
学
校
　
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会

パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
が
よ
く

分
か
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た

５
・
６
年
生
18
人
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
委
員
会
は
、
今
年
４
月
に
で
き
た

ば
か
り
の
新
し
い
委
員
会
で
す
。
昼
休
み
な
ど
に
パ
ソ
コ
ン
教
室
で
21
台

あ
る
パ
ソ
コ
ン
の
使
い
方
な
ど
を
教
え
て
い
ま
す
。
使
い
方
が
悪
い
人
に

は
注
意
し
、
よ
く
分
か
ら
な
い
人
や
低
学
年
に
は
分
か
り
や
す
く
教
え
る

よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

◆
委
員
長
　
中
村
　
孝
さ
ん

キ
ー
ボ
ー
ド
早
打
ち
大
会
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
低
学
年
は
ロ
ー
マ
字

が
分
か
ら
な
い
の
で
か
な
打
ち
に
し
、
低
学
年
に
も
分
か
る
言
葉
に
す
る

な
ど
、
全
学
年
が
楽
し

め
る
よ
う
に
工
夫
し
て

い
ま
す
。

7

樋熊ミイさん（新座第４-２）72歳

左から山岸先生、中村孝委員長、保坂
謙輔副委員長、味原愛美副委員長

庭野由希乃ちゃん

（６歳）

保育園でいも堀りをしたんだ。ぼくは９

個も掘ったんだよ。土の中からおいもが顔

を出すのがとても楽しかった。おいもとい

っしょに虫まで出てきちゃったんだよ。

保育園のお友だちとおいもを掘ったとき

の絵です。おいもは家に持ち帰って、ふか

してもらったの。みんなで食べたあつあつ

のおいもは、とってもおいしかったよ。

名地竜
りゅう

祐
すけ

ちゃん

（５歳）

No.210

白
梅
保
育
園
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50
歳
以
上
の
パ
ソ
コ
ン
初
心
者
を

対
象
に
、
年
賀
状
を
作
成
し
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
26
日
c
午
後
１
時
〜

４
時
■
会
場
＝
十
日
町
郵
便
局
■
参

加
費
＝
３
０
０
円
（
ハ
ガ
キ
代
）
■

募
集
人
数
＝
10
人
（
申
込
多
数
の
場

合
抽
選
）
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11

月
19
日
c
（
必
着
）
ま
で
に
往
復
ハ

ガ
キ
に
住
所
・
氏
名
・
年
齢
・
電
話

番
号
を
記
入
し
て
十
日
町
郵
便
局
総

務
課
（
〒
９
４
８
│
８
７
９
９
本
町

６
1
52
│
２
３
９
１
）
へ
郵
送

作
品
展
示
、
エ
レ
ク
ト
ー
ン
や
オ

カ
リ
ナ
の
演
奏
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

■
日
時
＝
11
月
２
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
４
時
（
作
品
展
示
は
８
日
f
ま

で
）
■
会
場
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー

ム
三
好
園
、
ケ
ア
ハ
ウ
ス
み
よ
し
台

■
問
合
せ
＝
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

三
好
園
（
1
56
│
２
１
０
６
）

■
日
時
＝
11
月
９
日
g
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分
■
会
場
＝
な
ご
み
の

家
・
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
・
身
障
者
セ
ン

タ
ー
■
内
容
＝
作
品
展
示
、
ゆ
び
編

み
の
体
験
、
授
産
品
や
野
菜
な
ど
の

販
売
、
軽
食
コ
ー
ナ
ー
な
ど
■
そ
の

他
＝
①
昼
食
希
望
者
は
事
前
に
チ
ケ

ッ
ト
を
購
入
し
て
く
だ
さ
い
②
不
用

品
を
ご
寄
付
く
だ
さ
い
。
受
け
取
り

に
伺
い
ま
す
③
文
化
祭
運
営
と
障
害

者
介
助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
募
集
中

で
す
■
問
合
せ
＝
エ
ン
ゼ
ル
妻
有
（
1

52
│
０
０
５
０
）※
①
〜
③
は
11
月

１
日
f
ま
で
に
申
込
み
く
だ
さ
い

作
品
展
示
、
バ
ザ
ー
、
喫
茶
、
演

奏
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝

11
月
３
日
a
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
会
場
＝
養
護
老
人
ホ
ー
ム
妻
有
荘

（
幸
町
）
■
問
合
せ
＝
養
護
老
人
ホ

ー
ム
妻
有
荘
（
1
58
│
２
０
５
０
）

深
沢
氏
が
感
銘
を
受
け
た
宮
沢
賢

治
の
詩
集
『
春
と
修
羅
』
な
ど
を
題

材
と
し
た
銅
版
画
32
点
と
、
人
間
国

宝
・
天
田
昭
次
師
と
そ
の
父
貞
吉
師

の
刀
剣
13
口
を
展
覧
し
て
い
ま
す
。

■
会
期
＝
11
月
30
日
g
ま
で
■
開
館

時
間
＝
午
前
９
時
30
分
〜
午
後
５
時

（
入
館
は
４
時
30
分
ま
で
）
■
休
館

日
＝
毎
週
火
曜
日
■
入
館
料
＝
一
般

５
０
０
円
、
小
・
中
学
生
２
０
０
円

■
問
合
せ
＝
星
と
森
の
詩
美
術
館

（
1
52
│
７
２
０
２
）

情
報
館
の
運
営
な
ど
を
審
議
す
る

「
十
日
町
情
報
館
協
議
会
」
の
委
員

１
人
を
公
募
し
ま
す
。
■
任
期
＝
14

年
12
月
１
日
〜
16
年
11
月
30
日
■
応

募
資
格
＝
①
14
年
12
月
１
日
現
在
、

20
歳
以
上
65
歳
未
満
の
市
内
在
住
者

②
市
で
設
置
す
る
審
議
会
の
委
員
で

な
い
こ
と
③
情
報
館
を
よ
く
利
用
し
、

図
書
館
に
つ
い
て
関
心
を
持
ち
、
年

２
回
の
会
議
に
出
席
で
き
る
人
■
応

募
期
間
＝
11
月
１
日
f
〜
16
日
g
■

応
募
方
法
＝
応
募
申
込
書
（
情
報
館

に
配
置
）
と
小
論
文
（
テ
ー
マ
「
私

の
考
え
る
図
書
館
の
役
割
に
つ
い
て
」

４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚
程

度
）
を
情
報
館
に
提
出
■
問
合
せ
＝

情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

情
報
館
で
は
、
図
書
館(

活
動)

に

つ
い
て
の
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
こ

と
を
主
目
的
に
、「
図
書
館
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア(

無
償)

」
を
募
集
し
ま
す
。

■
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
内
容
＝
①
書
架

整
理
②
図
書
資
料
な
ど
の
返
却
③
廃

棄
資
料
の
リ
サ
イ
ク
ル
④
資
料
の
修

繕
や
装
備
⑤
清
掃
⑥
環
境
整
備
な
ど

■
対
象
＝
広
域
圏
に
在
住
す
る
18
歳

以
上
の
人
■
そ
の
他
＝
①
利
用
者
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
保
護
の
た
め
に
活
動
内

容
を
限
定
し
ま
す
②
募
集
期
間
は
特

に
設
け
ま
せ
ん
が
、
申
込
ん
だ
人
と

12
月
に
細
部
を
検
討
し
ま
す
③
研
修

会
な
ど
も
開
催
す
る
予
定
で
す
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
住
所
、
氏
名
、
年

齢
、電
話
番
号
を
情
報
館（
1
50
│
５

１
０
０
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
50
│
５
１
０
３)

へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い

■
応
募
締
切
＝
11
月
30
日
g
■
部
門

＝
小
学
生
低
学
年
・
中
学
年
・
高
学

年
、
中
学
生
■
題
材
＝
沿
線
18
市
町

村
の
風
景
や
イ
ベ
ン
ト
な
ど
■
画
材

＝
四
つ
切
り
画
用
紙
（
ク
レ
ヨ
ン
・

絵
の
具
・
版
画
・
切
り
絵
な
ど
自
由
）

■
そ
の
他
＝
入
賞
者
に
は
賞
状
と
副

賞
（
図
書
券
）
を
贈
呈
し
ま
す
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
商
工
観
光
課
観

光
・
リ
ゾ
ー
ト
推
進
係
（
内
線
２
６

９)

応
募
作
品
は
、
11
月
23
日
-
〜
25

日
b
に
ク
ロ
ス
10
で
開
催
さ
れ
る
染

織
文
化
祭
２
０
０
２
で
展
示
し
ま
す
。

■
募
集
作
品
＝
染
色
技
術
・
織
技
術

で
制
作
さ
れ
た
繊
維
作
品
で
未
発
表

の
も
の
■
サ
イ
ズ
＝
和
装
関
連
品

（
き
も
の
）、染
織
工
芸
美
術
品
（
２

ｍ
×
２
ｍ
）
■
出
品
料
＝
１
点
２
、

０
０
０
円
※
作
品
搬
入
時
に
納
入
■

搬
入
＝
11
月
15
日
f
〜
21
日
e
に
ク

ロ
ス
10
へ
■
審
査
＝
川
本
敦
久
氏

（
金
沢
美
術
工
芸
大
学
教
授
）、
江
木

良
彦
氏
・
石
田
節
子
氏
（
き
も
の
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）、
植
葉
剛
三
氏

（
京
都
丸
紅
㈱
）
の
審
査
で
染
織
文

化
大
賞
（
賞
金
・
賞
状
）
ほ
か
を
決

定
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
15
日

f
ま
で
に
所
定
の
申
込
用
紙
を
ク
ロ

ス
10
（
1
57
│
２
３
２
３
）
に
提
出

国
民
健
康
保
険
の
加
入
者
で
、
出

稼
ぎ
の
た
め
保
険
証
を
家
族
と
分
け

る
人
は
届
け
出
が
必
要
で
す
。
■
届

け
出
に
必
要
な
も
の
＝
①
保
険
証
②

行
き
先
の
住
所
■
問
合
せ
＝
介
護
保

険
課
国
保
係
（
内
線
１
５
５
）

■
日
時
・
会
場
・
医
師
＝
①
11
月
12

日
c
午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分
‥

十
日
町
市
保
健
セ
ン
タ
ー
‥
江
口
医

読
み
聞
か
せ
、
パ
ネ
ル
シ
ア
タ
ー

を
行
い
ま
す
。
■
日
時
＝
16
日
g
午

後
３
時
〜
■
会
場
＝
情
報
館
■
問
合

せ
＝
情
報
館
（
1
50
│
５
１
０
０
）

親
と
子（
３
歳
未
満
児
）の
ふ
れ
あ

い
の
場
を
提
供
し
ま
す
。
■
日
時
＝

５
日
c
・
12
日
c
（
和
田
敬
子
先
生

を
迎
え
ま
す)

・
19
日
c
・
26
日
c
午

前
10
時
〜
11
時
■
会
場
＝
市
民
体
育

館
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
公
民
館
本

館（
1
57
│
５
０
１
１
）

プ
ロ
か
ら
直
接
個
人
レ
ッ
ス
ン
を

受
け
ら
れ
る
絶
好
の
機
会
で
す
。
■

日
時
＝
11
月
９
日
g
午
後
１
時
（
受

付
‥
０
時
30
分
）
〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
市
民
会
館
■
対
象
＝
中
学
生
以

上
■
講
習
楽
器
と
講
師
＝
ギ
タ
ー
‥

杉
本
喜
代
志
、
ト
ラ
ン
ペ
ッ
ト
‥
岡

野
等
、
サ
ッ
ク
ス
‥
藤
原
幹
典
、
ピ

ア
ノ
‥
鶴
野
美
香
、
ベ
ー
ス
‥
河
上

修
、
ド
ラ
ム
ス
‥
斉
藤
純
■
受
講
料

＝
１
、
０
０
０
円
、
中
学
生
無
料
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
前
日
ま
で
に
、

公
民
館
本
館
（
1
57
│
５
０
１
１
）

県
教
育
委
員
会
主
催
の
講
座
で
す
。

県
内
主
会
場
の
講
座
を
情
報
館
で
視

聴
し
ま
す
。
身
近
な
テ
ー
マ
を
県
内

大
学
の
講
師
陣
と
い
っ
し
ょ
に
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。
10
日
・
16
日
は
情

報
館
が
主
会
場
に
な
り
ま
す
。
■
会

場
＝
情
報
館
■
受
講
料
＝
無
料
■
問

合
せ
＝
情
報
館(

1
50
│
５
１
０
０)

親
し
い
異
性
間
で
の
暴
力
の
防
止

と
対
応
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。
■
日

時
＝
11
月
14
日
e
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
情
報
館
■
講
師

＝
ウ
ィ
メ
ン
ズ
サ
ポ
ー
ト
に
い
が
た

‥
西
澤
真
知
氏
■
問
合
せ
＝
市
民
生

活
課
市
民
係
（
内
線
１
５
３
）

21
世
紀
に
ふ
さ
わ
し
い
家
庭
づ
く

り
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。
マ
イ
カ

ッ
プ
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。
■
日

時
＝
11
月
16
日
g
午
後
１
時
30
分
〜

３
時
30
分
■
会
場
＝
下
条
地
区
公
民

館
■
内
容
＝
①
講
演
「
暮
ら
し
に
活い

か
す
共
同
参
画
・
し
な
や
か
な
パ
ー

ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
！
」
講
師
‥
岡
本

眞
弓
氏
（
㈱
き
も
の
ブ
レ
イ
ン
副
社

長
、
7
新
潟
県
女
性
財
団
理
事
）
②

手
作
り
パ
ー
テ
ィ
実
演
の
「
ホ
ー
ム

パ
ー
テ
ィ
を
楽
し
も
う
〜
お
い
し
い

紅
茶
の
入
れ
方
〜
」
講
師
‥
中
嶋
彬

代
氏
（
川
西
町
在
住
、
テ
ー
ブ
ル
コ

ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
）
■
定
員
＝
先
着

30
人
■
主
管
＝
十
日
町
女
性
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
11
月

11
日
b
ま
で
に
、
下
条
地
区
公
民
館

（
1
55
│
２
０
０
４
）

■
日
時
＝
11
月
17
日
a
午
後
２
時

（
開
場
‥
１
時
30
分
）
〜
■
会
場
＝

市
民
会
館
■
指
揮
＝
亀
貝
隆
、
渡
辺

英
雄
■
入
場
料
＝
７
０
０
円
（
当
日

８
０
０
円
）、
小
学
生
以
下
無
料
■

曲
目
＝
グ
レ
ン
ミ
ラ
ー
メ
ド
レ
ー
ほ

か
■
プ
レ
イ
ガ
イ
ド
＝
公
民
館
本
館
、

イ
ト
ー
楽
器
、
楽
器
の
オ
ギ
ノ
■
問

合
せ
＝
佐
藤
圭
亮

け
い
す
け

（
1
０
９
０
│
１

４
０
３
│
５
３
０
２
）

■
日
時
＝
11
月
10
日
a
午
後
２
時
〜

■
会
場
＝
市
民
会
館
■
入
場
料
＝
無

料
■
出
演
＝
Ｐ
Ｔ
Ａ
合
唱
・
合
奏
５

団
体
ほ
か
■
主
催
＝
十
日
町
市
民
音

楽
協
会
■
問
合
せ
＝
公
民
館
本
館

（
1
57
│
５
０
１
１
）

新
規
創
業
・
新
事
業
展
開
を
め
ざ

す
企
業
な
ど
を
対
象
に
ビ
ジ
ネ
ス
プ

ラ
ン
の
立
案
方
法
、
資
金
調
達
方
法
、

マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
基
礎
知
識
習
得

な
ど
を
学
び
ま
す
。
■
期
日
＝
11
月

23
日
-
・
24
日
a
・
30
日
g
、
12
月
１

日
a
・
７
日
g
■
会
場
＝
ク
ロ
ス
10

ほ
か
■
受
講
料
＝
無
料
■
申
込
み
・

問
合
せ
＝
11
月
13
日
d
ま
で
に
、
十

日
町
ロ
ー
カ
ル
支
援
セ
ン
タ
ー
（
1

52
│
７
１
８
１
）

い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に

で
も
踊
れ
る
レ
ク
ダ
ン
ス
で
い
い
汗

を
流
し
ま
し
ょ
う
。
■
日
時
＝
11
月

９
日
g
午
後
７
時
（
受
付
‥
６
時
30

分
）
〜
■
会
場
＝
市
民
体
育
館
■
参

加
費
＝
５
０
０
円
■
申
込
み
＝
当
日

受
付
■
そ
の
他
＝
運
動
の
で
き
る
服

装
、
内
履
き
が
必
要
で
す
■
問
合
せ

＝
十
日
町
レ
ク
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
a
橋

ト
モ
エ
（
1
57
│
２
６
８
６
）

今
年
こ
そ
手
作
り
の
ク
リ
ス
マ
ス

ケ
ー
キ
を
作
り
ま
せ
ん
か
。
※
ケ
ー

キ
１
人
一
台
持
ち
帰
り
■
日
時
＝
11

月
20
日
d
午
前
10
時
〜
午
後
１
時
■

会
場
＝
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

■
定
員
＝
18
人
（
申
込
多
数
の
場
合

抽
選
）
■
参
加
費
＝
６
０
０
円
■
申

込
み
・
問
合
せ
＝
11
月
15
日
f
ま
で

に
、
東
北
電
力
㈱
十
日
町
営
業
所

（
1
52
│
３
１
０
７
）

Ｉ
Ｈ
ク
ッ
キ
ン
グ
ヒ
ー
タ
ー

体
験
料
理
教
室

11
月
の
ど
ん
ぐ
り

「
お
は
な
し
の
へ
や
」

11
月
の
な
か
よ
し
ラ
ン
ド

に
い
が
た
連
携
公
開
講
座

障
害
者
施
設
合
同
文
化
祭

「
み
つ
ば
祭
」

ハ
ロ
ハ
ロ

レ
ク
ダ
ン
ス

三
好
園
「
じ
ょ
ん
の
び
祭
」

出
稼
ぎ
に
行
く
人
へ

月 日 主な講師テ　　ー　　マ

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し

て
活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か

十
日
町
市
民
吹
奏
楽
団

第
28
回
定
期
演
奏
会

プ
ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
に
よ
る

第
８
回
音
楽
ク
リ
ニ
ッ
ク

ほ
く
ほ
く
線
沿
線
作
画

コ
ン
ク
ー
ル
作
品
募
集

起
業
家
養
成
塾

シ
ニ
ア
パ
ソ
コ
ン
教
室

妻
有
荘
文
化
祭
「
妻
有
祭
」

染
織
文
化
祭
２
０
０
２

作
品
募
集

第
３
回
女ひ

と

・
男ひ

と

セ
ミ
ナ
ー

講
演
会
＆

手
作
り
パ
ー
テ
ィ
ー
実
演

ド
メ
ス
テ
ィ
ッ
ク
・
バ
イ

オ
レ
ン
ス
研
修
会

心
の
健
康
相
談

情
報
館
協
議
会
委
員
を

公
募
し
ま
す

第
２
回
十
日
町
市
小
中
学
校

Ｐ
Ｔ
Ａ
音
楽
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

銅
版
画
家

深
沢
幸
雄
│
心
象
の
世
界

日
本
刀
に
魅
入
ら
れ
た
父
子

天
田
貞
吉
・
昭
次
展

11/10
a

13：30～

新潟産業大学助教授

出井　信夫

市町村合併の課題と展望
・現状で山積する市町村の課題に対応でき
るのか。合併の必要性、メリット、デメ
リットなどを考える

身近な環境問題を考える～大気汚染～
・排気浄化技術、低公害車やクリーンエネ
ルギー、燃料電池自動車などについて解
説する。また、環境問題に取組む県内の
機関からも、問題提起や現状を報告する。

上越教育大学教授

中川　清隆

自然環境と人々の暮らし
～新潟県の天気とくらし～

・｢冬の降雪｣｢夏のフェーン現象｣のメカニズ
ム、新潟県の気象の特徴について考える。

11/16
g

13：30～

11/30
g

13：30～

新潟工業短期大学教授
向井恒三郎

新潟県森林研究所
布川　耕市

新潟市環境対策課
渡辺　弘則
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師
（
江
口
医
院
）
②
11
月
26
日
c
午

後
２
時
〜
３
時
‥
津
南
町
保
健
セ
ン

タ
ー
‥
山
下
医
師
（
中
条
第
二
病
院
）

■
申
込
み
・
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課

健
康
増
進
係
（
内
線
１
４
４
）
ま
た

は
十
日
町
健
康
福
祉
事
務
所
（
1
57

│
２
４
０
０
）

40
歳
以
降
の
女
性
は
骨
の
密
度
が

減
少
傾
向
に
あ
り
ま
す
。
い
つ
ま
で

も
丈
夫
な
骨
で
過
ご
す
た
め
、
今
で

き
る
こ
と
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
＝
11
月
６
日
d
午
後
１
時
30

分
（
受
付
‥
１
時
）〜
３
時
30
分
■
会

場
＝
市
民
会
館
■
内
容
＝
①
骨
粗
し

ょ
う
症
検
診
結
果
の
見
方
②
手
軽
に

で
き
る
運
動
③
講
演
「
し
っ
か
り
食

べ
て
丈
夫
な
骨
づ
く
り
」
北
里
大
学

保
健
衛
生
専
門
学
院
・
熊
谷
秀
子
氏

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
健
康
増
進

係
（
内
線
１
４
３
）

■
対
象
者
＝
満
65
歳
以
上
で
接
種
を

希
望
す
る
人
な
ど
■
接
種
期
間
＝
11

月
１
日
f
〜
12
月
末
ま
で
の
医
療
機

関
診
療
日
■
接
種
料
金
＝
ワ
ク
チ
ン

代
１
、
０
５
０
円
（
医
療
機
関
窓
口

で
支
払
い
）、
生
活
保
護
世
帯
は
無

料
■
対
象
医
療
機
関
＝
市
内
及
び
川

西
町
内
の
全
医
療
機
関
、
津
南
病
院
、

上
村
病
院
※
こ
れ
以
外
の
医
療
機
関

に
つ
い
て
は
問
合
せ
く
だ
さ
い
■
申

込
み
＝
10
月
31
日
e
ま
で
に
か
か
り

つ
け
の
医
療
機
関
へ
。
そ
の
医
療
機

関
で
１
回
接
種
し
ま
す
（
ワ
ク
チ
ン

の
確
保
状
況
に
よ
っ
て
、
11
月
以
降

の
申
込
み
で
も
接
種
可
能
な
医
療
機

関
も
あ
り
ま
す
）
■
問
合
せ
＝
健
康

福
祉
課
保
健
予
防
係
（
内
線
１
４
１
）

白
血
病
な
ど
の
血
液
難
病
に
は
、

骨
髄
移
植
で
治
療
可
能
な
も
の
が
あ

り
ま
す
が
、
骨
髄
液
の
提
供
者
は
ま

だ
ま
だ
不
足
し
て
い
ま
す
。
骨
髄
バ

ン
ク
休
日
ド
ナ
ー
登
録
説
明
会
を
開

催
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

登
録
の
際
、
10
'
の
採
血
が
必
要
で

す
。
■
日
時
＝
11
月
10
日
a
午
前
10

時
〜
午
後
３
時
■
会
場
＝
県
立
小
出

病
院
■
定
員
＝
50
人
（
予
約
制
）
■

申
込
み
・
問
合
せ
＝
小
出
健
康
福
祉

事
務
所
地
域
保
健
課
（
1
０
２
５
７

９
│
２
│
８
６
１
２
）

11
月
11
日
b
は
老
齢
福
祉
年
金
の

支
払
日
で
す
。
該
当
者
（
代
理
人
可
）

は
次
の
も
の
を
持
参
し
、
市
内
の
各

郵
便
局
で
受
領
し
て
く
だ
さ
い
。
■

持
参
す
る
も
の
＝
①
印
鑑
②
国
民
年

金
証
書
※
当
日
都
合
の
つ
か
な
い
人

は
12
日
c
以
降
に
早
目
に
受
領
し
て

く
だ
さ
い
■
問
合
せ
＝
市
民
生
活
課

国
民
年
金
係
（
内
線
１
５
１
）

10
月
は
市
・
県
民
税
第
３
期
と
国

民
健
康
保
険
料
第
４
期
及
び
介
護
保

険
料
第
４
期
の
納
税
・
納
付
の
月
で

す
。
納
期
限
内
に
納
め
ま
し
ょ
う
。

■
問
合
せ
＝
税
務
課
・
介
護
保
険
課

■
公
民
館
本
館
＝
毎
週
月
曜
日
・
23

日
（
勤
労
感
謝
の
日
）

■
総
合
体
育
館
＝
毎
週
火
曜
日

■
博
物
館
＝
５
日
c
・
11
日
b
・
18

日
b
・
25
日
b

■
情
報
館
＝
毎
週
月
曜
日
、
29
日
f

■
勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム
＝
毎
週
日
曜

日
・
４
日
（
振
替
休
日
）
・
23
日

（
勤
労
感
謝
の
日
）

市
報
10
月
10
日
号
９
ペ
ー
ジ
で
お

知
ら
せ
し
た
市
長
と
の
「
ほ
っ
と
ト

ー
ク
」
の
会
場
に
変
更
が
あ
り
ま
し

た
。
11
月
５
日
C
の
新
座
・
大
井
田

地
区
の
会
場
は
東
小
学
校
体
育
館
に

な
り
ま
す
。
■
問
合
せ
＝
企
画
人
事

課
広
報
広
聴
係
（
内
線
２
１
３
）

11
月
１
日
f
午
後
３
時
、
大
沢
山

ト
ン
ネ
ル
が
開
通
し
ま
す
。
主
要
地

方
道
十
日
町
当
間
塩
沢
線
の
十
日
町

市
鍬
柄
沢
地
区
と
塩
沢
町
大
沢
地
区

を
結
ぶ
全
長
２
、
６
９
８
c
で
す
。

こ
れ
に
よ
り
文
化
・
経
済
・
人
的
交

流
の
充
実
や
関
東
・
長
野
方
面
か
ら

の
観
光
客
の
増
大
な
ど
が
期
待
さ
れ

ま
す
。
■
問
合
せ
＝
十
日
町
土
木
事

務
所
道
路
課
（
1
57
│
５
５
２
５
）

説
明
会
終
了
後
個
別
相
談
も
行
い

ま
す
。
■
日
時
＝
11
月
15
日
f
午
後

３
時
〜
■
会
場
＝
Ｊ
Ａ
十
日
町
本
店

■
対
象
＝
農
業
者
年
金
の
加
入
資
格

が
あ
る
人
（
60
歳
未
満
の
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
で
年
間
60
日
以
上

農
業
に
従
事
す
る
人
）
■
問
合
せ
＝

農
業
委
員
会
事
務
局
（
内
線
２
３
１
）

冬
期
循
環
解
雇
を
行
う
事
業
所
を

対
象
と
し
た
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
期
日
＝
11
月
14
日
e
■
時
間
＝
１

回
目
‥
午
後
１
時
30
分
〜
、
２
回
目

‥
午
後
３
時
30
分
〜
■
会
場
＝
ク
ロ

ス
10
■
内
容
＝
①
冬
期
循
環
解
雇
の

事
務
手
続
き
②
通
年
雇
用
奨
励
金
■

問
合
せ
＝
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
十
日
町

11
月
の
休
館
日

税
金
を
納
め
て
広
が
る
豊
か
な
く
ら
し

10
月
の
納
税
・
納
付

むし歯のないよい歯の子
9月の３歳児健診を受けた子27人

よい歯の子 住 所　　保護者

（城之古東町）

（北鐙坂３）

（新座３）

（川原町）

（本町７-２）

（西浦町西）

（美雪町３）

（田川町３）

（為　永）

（土市３）

（関口樋口町）

（本町６-１）

（妻有町東１）

（旭ヶ丘）

（小泉３）

忠

善　弘

正　士

健

数　秋

浩

博　之

忠

貴　治

一　夫

直　哉

健　二

新　治

智

康　宏

羽田 匠
しょう

太
た

郎
ろう

島 田 拓
たく

実
み

服部穂
ほ

乃
の

香
か

野 上 孝
こう

介
すけ

山 田 拓
たく

海
み

大 関 菜
な

月
つき

a 橋 真
ま

奈
な

高 橋 尚
なお

子
こ

俵 山 佑
ゆう

斗
と

吉 田 　 愛
めぐみ

野 口 来
ら

夏
な

堀 　 珠
たま

緒
お

a 橋 彩
さい

花
か

根 津 柚
ゆず

希
き

澤
おも

潟
だか

有
ゆう

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
登
録

に
ご
協
力
く
だ
さ
い

大
沢
山
ト
ン
ネ
ル
が

11
月
１
日
FF
開
通
し
ま
す

新
・
農
業
者
年
金
説
明
会

「
市
長
と
の
ほ
っ
と
ト
ー
ク
」

の
会
場
が
変
わ
り
ま
す

11
月
11
日
BB
は

老
齢
福
祉
年
金
の
支
払
日

骨
粗
し
ょ
う
症
予
防

更
年
期
か
ら
の
女
性
の

健
康
づ
く
り
講
演
会

高
齢
者
の
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

予
防
接
種
に
助
成
し
ま
す

冬
期
循
環
解
雇
事
業
所

事
務
手
続
き
説
明
会

（
1
57
│
２
４
０
７
）

施
設
の
設
備
点
検
の
た
め
12
日
c

と
13
日
d
が
休
館
日
に
な
り
ま
す
。

■
問
合
せ
＝
ク
ロ
ス
10
（
1
57
│
２

３
２
３
）

消
費
者
が
購
入
す
る
主
な
商
品
の

販
売
価
格
な
ど
を
調
査
す
る
国
の
指

定
統
計
調
査
「
平
成
14
年
全
国
物
価

統
計
調
査
」
が
11
月
21
日
現
在
で
実

施
さ
れ
ま
す
。
全
国
で
約
14
万
の
小

売
り
店
舗
と
約
３
万
の
飲
食
店
や
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
に
対
し
て
、
都
道
府

県
知
事
に
任
命
さ
れ
た
調
査
員
や
市

町
村
、
総
務
省
統
計
局
が
行
い
ま
す
。

調
査
し
た
内
容
は
、
物
価
政
策
を

始
め
各
種
行
政
施
策
を
立
案
す
る
際

の
重
要
な
資
料
と
な
り
ま
す
。
統
計

を
作
る
た
め
だ
け
に
用
い
ら
れ
、
そ

の
ほ
か
の
目
的
に
使
わ
れ
る
こ
と
は

あ
り
ま
せ
ん
。
■
問
合
せ
＝
総
務
課

文
書
統
計
係
（
内
線
２
２
４
）

■
対
象
と
な
る
子
＝
①
11
月
１
日
現

在
生
後
３
か
月
〜
接
種
日
現
在
（
判

定
・
Ｂ
Ｃ
Ｇ
）、
４
歳
未
満
の
子
②
ツ

ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査
の
判
定
で
、

Ｂ
Ｃ
Ｇ
の
対
象
に
な
っ
た
が
未
接
種

の
子
③
平
成
14
年
２
月
２
日
〜
８
月

１
日
に
生
ま
れ
た
子
に
は
個
別
通
知

を
し
ま
す
。

■
接
種
の
方
法
＝
ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反

応
検
査
を
実
施
し
、
48
時
間
後
に
判

定
し
ま
す
。
陰
性
（
長
径
９
ミ
リ
以

下
）
の
子
に
は
Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種
を
行
い

ま
す
。

■
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
子
＝
①
ポ

リ
オ
、
麻
し
ん
、
風
し
ん
接
種
後
４

週
間
を
経
過
し
な
い
子
②
体
に
広
く

湿
し
ん
の
あ
る
子
③
発
熱
を
し
て
い

る
子
④
Ｂ
Ｃ
Ｇ
を
接
種
し
た
子

■
注
意
事
項
＝
「
予
防
接
種
と
子
ど

も
の
健
康
」
を
必
ず
読
ん
で
き
て
く

だ
さ
い
。

■
持
参
す
る
も
の
＝
母
子
健
康
手
帳

（
忘
れ
る
と
接
種
は
受
け
ら
れ
ま
せ

ん
）、
体
温
計

■
問
合
せ
＝
健
康
福
祉
課
保
健
予
防

係
（
内
線
１
４
１
）

11月の交通安全キャンペーン

年 発生件数 負傷者数 死者数 物件事故数

13年 20（159） 24（187） 0（3） 40（424）

14年 16（151） 24（201） 0（0） 44（425）

９月の交通事故発生状況 （ ）内は1月からの累計

高齢者の交通安全事故防止

夫やパートナーからの
暴力をなくすために
～ＤＶ解決に向けての第一歩～

「女
ひと

と男
ひと

」共に輝くまちづくり

とおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プランとおかまち男女平等プラン

7

夫や恋人などの親しい関係にある男性が、

女性にふるう暴力をＤＶ（ドメスティッ

ク・バイオレンス）といいます。なぐるな

どの身体的暴力だけでなく、どなる、無視

するなどの精神的暴力や、生活費を渡さな

いといった経済的暴力も含まれます。

ＤＶは社会全体で解決していくべき課題

です。平成13年にはＤＶ防止法が施行され、

加害者への罰則や、被害者の保護や相談な

どの対応が示されました。

ＤＶをなくすには、夫妻は対等なパート

ナーであるということ認め合い、男女が人

権を尊重し合うという考え方を広めていく

ことが必要です。被害にあっている、身近

な人が暴力を受けているなど、一人で悩ま

ず、まずは専門機関に相談しましょう。

【相談窓口・相談機関】

◇緊急時の安全確保・暴力の抑止

十日町警察署110番

◇ＤＶの悩み事・今後のことについて

十日町警察署生活安全課　157－0110

新潟県配偶者暴力相談支援センター

1025－381－1111

市健康福祉課障害援護係（内線133）

市民生活課市民係（内線153）

ツ
ベ
ル
ク
リ
ン
反
応
検
査

Ｂ
Ｃ
Ｇ
接
種

地　区
期　　　日

ツベルクリン接種 判定・BCG

川治・六箇・水沢 11月12日c 11月14日e

十　日　町 11月13日d 11月15日f

中条・下条・吉田 11月19日c 11月21日e

■受付時間＝午後１時30分～２時15分（時間厳守）
■会場＝保健センター

日　程　表

全
国
物
価
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

ご
利
用
く
だ
さ
い

十
日
町
市
オ
リ
ジ
ナ
ル

年
賀
は
が
き

「
十
日
町
雪
ま
つ
り
」「
き
も
の
に

出
会
う
街
」「
国
宝
・
火
z
型
土
器

群
」
の
３
種
類
の
十
日
町
市
オ
リ

ジ
ナ
ル
年
賀
は
が
き
が
、11
月
１
日

f
よ
り
市
内
各
郵
便
局
で
発
売
さ

れ
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。「十日町雪まつり」

ク
ロ
ス
10

11
月
の
休
館
日

平成13年中の十日町署管内での交通事

故の発生件数は347件、その内の約30％

にあたる105件に高齢者が関係していま

す。状態別でみると、自動車運転中が50

件と最も多く、次いで原付車運転中が17

件で、運転中の事故で約64％を占めてい

ます。

夕暮れが早まるにつれ、高齢者事故の

多発が心配されます。

交通事故を起こさ

ないよう、また、

あわないように注

意しましょう。
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◆
収
穫
の
秋
、
日
本
一
お
い
し
い
「
魚
沼
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
」
も
豊
作
で
、
農
家
の
皆
さ
ん

は
一
息
つ
い
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ポ
ー
ツ
の
秋
で
も
あ
り
、
市
内

各
所
を
会
場
に
大
勢
の
人
が
心
地
よ
い
汗
を

流
し
て
い
ま
し
た
。

さ
て
、
市
長
と
の「
ほ
っ
と
ト
ー
ク
」
が
24

日
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
今
後
の
開
催
日
程

は
前
号
で
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
が
、
今
回
は

「
市
町
村
合
併
」
を
メ
イ
ン
テ
ー
マ
に
行
い

ま
す
。
十
日
町
市
の
将
来
を
決
め
る
た
め
の

大
切
な
話
し
合
い
の
機
会
で
す
。
大
勢
の
皆

さ
ん
の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。（
村
）

◆
今
回
の
市
報
で
は
、
４
〜
７
ペ
ー
ジ
の
長

期
発
展
計
画
特
集
の
ほ
か
、
別
冊
の
市
町
村

合
併
特
集
号
な
ど
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と

な
っ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
広
報
担
当
者
は
、

市
の
動
き
や
課
題
を
よ
り
分
か
り
や
す
く
皆

さ
ん
に
提
供
す
る
こ
と
を
心
が
け
、日
々
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。と
は
い
っ
て
も
、
難
し

い
行
政
用
語
や
統
計
な
ど
が
ビ
ッ
シ
リ
と
書

か
れ
た
紙
面
は
、
編
集
者
の
思
い
に
反
し
て

敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
と
い
う
こ
と
も
理
解
し
て

い
ま
す
。
先
日
の
信
濃
川
水
な
し
サ
ミ
ッ
ト

で
桜
井
講
師
が
話
し
て
い
た「
こ
れ
か
ら
の

川
と
人
の
つ
き
合
い
方
を
模
索
す
る
う
え
で

の
、管
理
者
と
住
民
の
あ
り
方
」（
９
ペ
ー
ジ
）

が
、
長
期
発
展
計
画
や
市
町
村
合
併
な
ど
の

諸
問
題
へ
の
解
決
に
も
つ
な
が
る
の
で
は
な

い
か
と
、
し
み
じ
み
と
思
い
ま
し
た
。（
小
）

編
集
後
記

十
日
町
市
民
の
願
い

雪
の
国
の
き
も
の
の
町
で

今
日
よ
り
す
ば
ら
し
い

明
日
を
夢
み
て

今
日
に
限
り
な
い

感
謝
を
さ
さ
げ

今
日
を
人
々
の
た
め
に

働
け
る
こ
と
を

念
じ
て
や
ま
な
い

11月・November 健康福祉課 157-3111

休日救急医

期　日 医療機関名 住　所 電話番号

●健康相談　保健師による相談

※健康手帳のある人はご持参ください。

期日

11・18・
25日B

会　　　場

保 健 セ ン タ ー

時　　間

午前９時～11時30分

12日C

新座コミュニティセンター 午前９時～11時30分

大井田コミュニティセンター 午後１時30分～４時

川 治 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 和 会 館 午後１時30分～４時

21日E

吉田就業改善センター 午前９時～11時30分

吉 田 山 谷 集 会 所 午後１時30分～４時

飛 渡 地 区 公 民 館 午前9時30分～11時30分

15日F

羽 根 川 荘 午前９時～11時30分

水 沢 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

平 成 園 午後１時30分～４時

22日F

中 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

北 原 集 落 セ ン タ ー 午後１時30分～４時

下 条 地 区 公 民 館 午前９時～11時30分

上 新 田 公 民 館 午後１時30分～４時

石 川 医 院

小 林 内 科 医 院

中 条 病 院

富 田 医 院

池 田 医 院

第 二 藤 巻 医 院

山 口 医 院

上 村 病 院

津南町

中町

北原

川西町

本町西１

川西町

袋町中

中里村

66-2061

52-7155

57-3018

61-0200

52-2581

68-2018

52-2174

63-2111

3日A

4日（振替）

10日A

17日A

23日_

24日A

●高年齢者職業相談

毎週月～金曜日　午前９時～午後４時

会場：高年齢者職業相談室

※55歳未満の人もお気軽にご相談ください。

●定例行政相談

８日F 午前10時～午後３時

会場：市民相談室

●法律相談 電話で市民生活課市民係へ要予約

７日E 高野　毅弁護士

14日E 桜井陽一弁護士

21日E 佐藤伍一郎弁護士

28日E 大塚　勝弁護士

午後１時30分～４時

会場：市民相談室

●ふれあい福祉センター心配ごと相談

毎週火・木曜日　午後１時～４時

会　場：十日町市社会福祉協議会

乳幼児健康診査 会場：保健センター

１歳６か月児
健 診

20日
d

午後１時
～１時30分

13年５月
生まれの幼児

４か月児健診
27日
d

午後１時
～１時30分

14年７月
生まれの乳児

２歳６か月児
身 体 測 定

事業名 期日 受付時間 対象児

３ 歳 児 健 診
３歳６か月児
が対象です

７日
e

午後１時
～１時30分

11年５月
生まれの幼児〔

〔

10 か 月 児
身 体 測 定

27日
d

午前９時15分
～10時

14年１月
生まれの乳児

①1歳6か月児・3歳児健診、2歳6か月児身体測定は歯科検診があります。
②４か月児健診を受けない場合は、保健予防係まで書類を取りに来
てください。

③３歳児健診前に検査セットを送りますので、届かない人は保健予
防係（内線141）まで連絡してください。

13日
d

午前９時
～９時30分

12年4・5月
生まれの幼児


